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同窓会総会・臨時総会開催

日 時 令和4年 10月15日（土）

9月25日（日）までにご郵送ください。

14：00～15：00（13：30より入室可能）
15：10～15：40 

講演会
総　会

内 容

講 演

講師 学校法人椙山女学園理事長
椙山女学園大学現代マネジメント学部教授
京都大学名誉教授 椙山 泰生氏

「オープン・イノベーション新時代 : ベンチャー側の「知恵」の重要性」
大企業のベンチャー企業との協業が、オープン・イノベーションの中心的な形態となっ
てきており、大企業がベンチャー企業と関わる機会が、飛躍的に増加している。
それに伴い、ベンチャー企業側に、大企業と付き合うための知恵が求められるようになっ
ている。近年の研究成果から、熟練した起業家が駆使している知恵について紹介する。

※写真はイメージです

臨時総会参加方法について
オンライン講演会・臨時総会に参加ご希望の方は
　同窓会ホームページの 「講演会・臨時総会用バナー」
（10月1日ごろ設置予定）をクリックしていただき、
下に記載のパスワードを入力してください。

参加用ZoomのURLが表示されますのでクリックしてください。

【パスワード 】
セキュリティ上、このパスワードはご本人様限りでお願いします。

「京都大学経済学部同窓会」で検索→トップページ→
イベント案内→オンライン開催の臨時イベントについて

※参加方法は下記を参照 臨時総会・講演会（オンライン）2回目

総会（書面）1回目
本会報の52～56ページに掲載の議案に対する承認／不承認につき、
同封の≪ 議決権行使書≫に〇を付けていただき、

マニュアルのQRコードはこちら

Zoomのご使用マニュアル（同窓会ホームページにも掲載中）



謹啓　京都大学経済学部同窓会会員の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお慶び申し
上げます。平素より同窓会活動にご理解とご協力いただき、厚く御礼申し上げます。
　さて、新型コロナウイルス感染状況につき、大学の活動制限レベルが未だ下がる見込みがないこと
から、今年度は、昨年度に引き続き書面にて京都大学経済学部同窓会総会を開催することにいたしま
した。つきましては、会報の 52～ 56 ページの総会資料をお読みの上、9 月 25 日までに同封の議決
権行使書で議案に承認、不承認につきご連絡ください。期日までにお返事のない方は、全議案に承
認されたものとさせていただきます。皆様にご承認賜りました場合は、9 月 25 日を持って承認いただい
たものといたします。
　ただし、今年度も、新役員の追加選出があると見込まれるため、10月15日（土）にオンラインにて
京都大学経済学部同窓会臨時総会を開催いたします。つきましては、9月25日までに同封の講演会・
臨時総会出欠票にてご連絡の上、ご出席賜りますようお願いいたします。
　末筆になりましたが、時節柄くれぐれもご自愛のほど衷心よりお祈り申し上げます。

謹白

【総会の議案】　（締切　9月25日）
議案 1　　令和 3年度　収支決算書
議案 2　　令和 4年度　新役員の選出
議案 3　　令和 4年度　収支予算書（案）

【臨時総会の議案】（10月15日）
議案 1　　令和 4年度　新役員の追加選出

同窓会総会・臨時総会開催
令和 4年度
京都大学経済学部

ホテルグランヴィア京都　※写真はイメージです
日 時 令和4年 10月15日（土）

9月25日（日）までにご郵送ください。

14：00～15：00（13：30より入室可能）
15：10～15：40 

講演会
総　会

内 容

講 演

講師 学校法人椙山女学園理事長
椙山女学園大学現代マネジメント学部教授
京都大学名誉教授 椙山 泰生 氏

「オープン・イノベーション新時代 : ベンチャー側の「知恵」の重要性」
大企業のベンチャー企業との協業が、オープン・イノベーションの中心的な形態となっ
てきており、大企業がベンチャー企業と関わる機会が、飛躍的に増加している。
それに伴い、ベンチャー企業側に、大企業と付き合うための知恵が求められるようになっ
ている。近年の研究成果から、熟練した起業家が駆使している知恵について紹介する。

※写真はイメージです

臨時総会参加方法について
1オンライン講演会・臨時総会に参加ご希望の方は
　同窓会ホームページの　「講演会・臨時総会用バナー」
　（10月1日ごろ設置予定）をクリックしていただき、
　下に記載のパスワードを入力してください。

2参加用ZoomのURLが表示されますのでクリックしてください。

【パスワード　dousou2022】 
セキュリティ上、このパスワードはご本人様限りでお願いします。

「京都大学経済学部同窓会」で検索→トップページ→
イベント案内→オンライン開催の臨時イベントについて

※参加方法は下記を参照 臨時総会・講演会（オンライン）2回目

総会（書面）1回目
本会報の52～56ページに掲載の議案に対する承認／不承認につき、
同封の≪ 議決権行使書 ≫に〇を付けていただき、 

マニュアルのQRコードはこちら

Zoomのご使用マニュアル（同窓会ホームページにも掲載中）

京都大学経済学部同窓会
会長　相亰 重信

京都大学経済学部同窓会
会員の皆様

令和 4年 8月吉日
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○
今
後

２
０
２
２
年
度
か
ら
高
等
学
校
の
学
習
指

導
要
領
も
改
訂
さ
れ
、
情
報
科
は
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
な
ど
技
術
的
な
項
目
を
含
む
形
で
必

修
と
な
り
、
ま
た
大
学
の
入
学
試
験
に
も
課

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
３
年
後
に
は
、

こ
の
新
し
い
情
報
科
を
学
ん
で
き
た
学
生
が

入
学
し
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
動

向
に
も
対
応
し
な
が
ら
、
経
済
学
部
・
経
済

学
研
究
科
の
デ
ー
タ
科
学
教
育
を
進
展
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

○
学
部
専
門
科
目
の
再
編

経
済
学
部
の
専
門
科
目
で
も
、
統
計
・
情

報
系
科
目
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
統
計
学
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
実

習
を
と
も
な
う
授
業
と
し
て
若
手
教
員
に
よ

り
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
理
解
の
向
上

と
技
術
の
習
得
を
図
り
ま
す
。
情
報
系
科
目

も
内
容
を
改
め
、
応
用
基
礎
レ
ベ
ル
の
内
容

を
拡
大
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。
応

用
基
礎
レ
ベ
ル
に
は
、
デ
ー
タ
科
学
や
Ａ
Ｉ

に
関
連
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
科
学
（
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
、
機

械
学
習
な
ど
）と
そ
の
応
用
方
法
も
含
ま
れ
、

実
際
の
デ
ー
タ
で
分
析
や
Ａ
Ｉ
を
実
践
す
る

た
め
の
知
識
と
技
能
の
習
得
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
デ
ー
タ
科
学
セ
ン
タ
ー
が
提
供
す
る

科
目
群
を
副
専
攻
的
に
運
用
し
、
一
定
数
修

得
す
る
場
合
に
は
経
済
学
部
と
し
て
認
定
し

ま
す
。

○
大
学
院
に
お
け
る
研
究
指
導

経
済
学
研
究
科
で
も
初
級
レ
ベ
ル
・
応
用

基
礎
レ
ベ
ル
の
内
容
を
扱
う
デ
ー
タ
科
学
科

目
が
既
に
開
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ

の
上
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
レ
ベ
ル
（
デ
ー
タ
科

学
・
Ａ
Ｉ
を
駆
使
し
て
国
際
的
に
活
躍
で
き

る
レ
ベ
ル
）
を
目
指
し
、
デ
ー
タ
科
学
セ
ン

タ
ー
や
情
報
学
研
究
科
と
協
力
し
て
、
文
理

融
合
・
学
際
連
携
の
観
点
か
ら
、
博
士
後
期

課
程
大
学
院
生
の
共
同
研
究
指
導
を
充
実
さ

せ
る
体
制
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
政
府
の
Ａ
Ｉ
戦
略
で
は
、
数
理
・
デ
ー
タ

科
学
・
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
、
文
理
を
問
わ
ず
大

学
生
・
高
専
生
の
全
て
（
年
当
た
り
約
50
万

人
）
が
初
級
レ
ベ
ル
を
習
得
し
、
一
定
規
模

（
年
当
た
り
約
25
万
人
）
が
自
ら
の
専
門
分

野
へ
の
応
用
基
礎
力
を
習
得
す
る
こ
と
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
経
済
学
部
・
経
済
学
研

究
科
で
も
、
学
内
の
デ
ー
タ
科
学
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
（
デ
ー
タ
科
学

セ
ン
タ
ー
）
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
デ
ー
タ

科
学
教
育
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
の

で
、
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
デ
ー
タ
科
学
科
目
の
選
択
制
度

２
０
２
２
年
度
よ
り
、
教
養
・
共
通
科
目

（
全
学
共
通
科
目
）
に
お
い
て
、
初
修
外
国

語
の
中
級
科
目
に
代
え
て
デ
ー
タ
科
学
科
目

を
卒
業
単
位
と
し
て
認
定
す
る
、
デ
ー
タ
科

学
分
野
選
択
制
度
が
経
済
学
部
で
開
始
さ
れ

ま
す
。
全
学
共
通
科
目
の
デ
ー
タ
科
学
科
目

は
初
級
レ
ベ
ル
を
中
心
と
し
た
内
容
で
、
社

会
に
お
け
る
デ
ー
タ
科
学
の
活
用
や
デ
ー
タ

の
基
本
的
な
取
り
扱
い
方
、
統
計
学
や
数
学

な
ど
デ
ー
タ
科
学
に
必
要
と
さ
れ
る
素
養
を

学
び
ま
す
。事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、

多
く
の
学
生
が
こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望
し

て
い
て
、
学
部
課
程
の
早
い
段
階
で
の
初
級

レ
ベ
ル
習
得
が
促
進
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

経済学部・経済学研究科に
おけるデータ科学教育
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経
済
学
部
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
特
色
入

試
が
、
令
和
５
年
入
試
か
ら
大
き
く
変
わ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

経
済
学
部
で
は
１
９
８
８
年
に
論
文
入
試

が
導
入
さ
れ
た
こ
と
を
嚆
矢
と
し
て
、
特
色

入
試
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
色
入
試

は
京
都
大
学
の
他
の
学
部
で
も
利
用
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
学
部
定
員
に
占
め
る
募
集
人

数
の
大
き
さ
や
京
都
大
学
全
体
の
な
か
で
の

割
合
か
ら
み
て
も
経
済
学
部
は
特
色
入
試
に

力
を
入
れ
て
き
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
を

み
る
と
、
大
学
全
体
の
特
色
入
試
募
集
人
員

は
１
６
５
人
で
、
経
済
学
部
は
そ
の
う
ち
の

25
名
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
経
済

学
部
は
京
大
全
体
の
15
％
、
学
部
定
員
に
対

し
て
は
10
％
と
大
き
な
比
率
を
特
色
入
試
定

員
に
割
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

令
和
４
年
度
ま
で
の
特
色
入
試
は
い
わ
ゆ

る
「
総
合
型
選
抜
」
で
す
。
選
考
方
法
は
第

１
次
選
考
と
第
２
次
選
考
か
ら
な
り
、
第
１

次
選
考
は
、
調
査
書
、
学
業
活
動
報
告
書
、

及
び
学
び
の
設
計
書
と
い
っ
た
書
類
に
よ
る

選
考
を
行
い
、
第
２
次
選
考
で
は
、
第
１
次

選
考
に
合
格
し
た
者
に
対
し
て
、
論
文
試
験

を
行
い
、
そ
の
成
績
、
第
１
次
選
考
及
び
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
成
績
に
よ
り
最
終
選

考
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
総
合
型
選
抜

で
求
め
て
き
た
人
物
像
は
「
総
合
的
な
学
力

と
と
も
に
、
長
文
読
解
力
、
問
題
発
見
力
、

論
理
的
思
考
、
柔
軟
な
思
考
と
創
造
性
、
そ

し
て
高
い
自
学
自
習
の
能
力
を
持
つ
人
材
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
総
合
型
選
抜

は
一
定
の
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
が
、
受
験
者

に
よ
る
傾
向
の
分
析
と
対
策
ノ
ウ
ハ
ウ
が
広

ま
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
求
め
る
人
物
像
に

合
致
し
た
特
色
あ
る
人
材
に
応
募
し
て
も
ら

う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
か
ら
の
特
色
入
試
は
「
学
校

推
薦
型
」
に
変
更
と
な
り
、「
文
系
型
入
試
」

15
人
、「
理
系
型
入
試
」
10
人
を
募
集
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
選
考
方
法
は
、
学
校
長

の
推
薦
書
を
含
め
た
提
出
書
類
及
び
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
の
成
績
を
総
合
し
て
合
格
者

を
決
定
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
学
校

推
薦
型
特
色
入
試
に
お
い
て
文
系
・
理
系
共

通
に
求
め
る
人
物
像
は
、「
学
問
に
固
有
な

分
析
手
法
を
修
得
で
き
る
知
力
と
探
究
心
を

持
ち
、
か
つ
、
自
主
的
に
考
え
創
造
的
な
提

案
が
行
え
る
人
材
に
成
長
で
き
る
学
生
」
で

「
大
学
院
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
学
生
」
で

す
。文

系
型
入
試
で
は
、
上
記
に
加
え
て
「
国

際
的
な
経
済
問
題
に
興
味
を
持
ち
、
歴
史

的
・
文
化
的
背
景
を
重
視
し
た
包
括
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
に
も
と
づ
い
て
課
題
解
決
を
志
向

す
る
学
生
。
特
に
、
国
際
連
携
を
重
視
し
た

修
士
課
程
へ
進
学
し
、
広
い
視
野
と
高
度
な

英
語
力
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
産
業
界
・
官
庁(

国
際
機
関

を
含
む)

に
て
活
躍
を
目
指
す
学
生
。
も
し

く
は
、
研
究
者
養
成
の
た
め
の
修
士
課
程
・

博
士
後
期
課
程
に
進
学
し
、
持
続
性
を
重
視

し
た
経
済
政
策
論
・
経
済
発
展
論
な
ど
の
分

野
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究
者
に
な
る
こ

と
を
目
指
す
学
生
」が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

理
系
型
入
試
が
求
め
る
人
物
像
は
、「
数

学
・
統
計
モ
デ
ル
を
用
い
た
理
論
・
計
量
分

析
に
興
味
を
持
つ
学
生
。
特
に
、
高
度
専
門

人
材
養
成
を
目
指
す
修
士
課
程
へ
進
学
し
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
計
量
経
済
学
に
関
す

る
高
度
な
専
門
知
識
を
修
得
し
て
産
業
界
・

官
庁
に
て
活
躍
を
目
指
す
学
生
。も
し
く
は
、

研
究
者
養
成
を
目
指
す
修
士
課
程
・
博
士
後

期
課
程
に
進
学
し
、
経
済
理
論
・
応
用
経
済

学
な
ど
の
分
野
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
研
究

者
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
学
生
」
で
す
。

求
め
る
人
物
像
か
ら
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
大
学
院
進
学
を
視
野
に
含
め
た
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
学
問
に
取
り
組
む

学
生
に
応
募
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
の
が
、

学
校
推
薦
型
入
試
へ
の
変
更
の
ね
ら
い
で

す
。
従
来
の
総
合
型
選
抜
で
は
京
都
大
学
経

済
学
部
を
志
望
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
有
為

な
若
者
か
ら
の
応
募
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

京都大学経済学部
特色入試について
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京都大学名誉教授
下 谷  政 弘

清風会

百
万
遍
の
西
に
京
都
大
学
の
「
清
風
荘
」
が
あ
る
。
こ
の
建
物
は
か

つ
て
徳
大
寺
家
の
別
荘
で
あ
っ
た
も
の
を
、
明
治
二
十
五
年
に
住
友
家

へ
養
嗣
子
と
し
て
入
っ
た
徳
大
寺
隆
麿
（
十
五
代
住
友
吉
左
衛
門
友
純
）

が
受
け
継
い
だ
。
そ
の
後
、
実
兄
の
西
園
寺
公
望
の
京
都
別
邸
な
ど
と

し
て
も
使
わ
れ
て
き
た
が
、
西
園
寺
の
没
後
、
昭
和
十
九
年
六
月
に
は

住
友
家
か
ら
京
都
帝
国
大
学
へ
と
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

私
は
経
済
学
部
を
平
成
二
十
年
に
停
年
退
官
し
た
。
退
官
す
る
前
の

二
年
間
、
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て
隣
の
文
学
部
へ
通
い
、
古
代
日
本
語
（
文

法
・
語
彙
・
音
韻
）
の
授
業
や
ゼ
ミ
に
出
て
勉
強
し
た
。
訓
点
語
学
会

に
も
入
会
し
た
。
そ
の
後
、
福
井
県
立
大
学
に
八
年
間
（
う
ち
六
年

学
長
）
を
つ
と
め
、
現
在
は
京
都
東
山
の
住
友
史
料
館
で
館
長
の
仕
事

を
し
て
い
る
。

同
館
は
南
禅
寺
や
永
観
堂
の
近
く
に
あ
っ
て
、
東
山
を
借
景
と
す
る

五
千
坪
の
庭
（
有
芳
園
）
を
も
つ
住
友
本
邸
の
す
ぐ
前
に
位
置
す
る
。

住
友
四
百
年
の
歴
史
編
纂
の
研
究
所
で
あ
り
、
近
世
三
万
点
、
近
代

六
万
点
の
資
料
を
蔵
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
も
あ
る
。
専
任
の
研
究
者

は
六
名
、
う
ち
私
以
外
の
五
名
は
い
ず
れ
も
近
世
史
を
専
攻
し
て
き
た

文
学
部
の
出
身
者
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
住
友
の
経
営
理
念（
事
業
精
神
）

の
伝
承
の
た
め
に
近
代
史
に
も
通
暁
し
て
お
り
、
い
わ
ば
近
世
・
近
代

の
両
刀
遣
い
で
あ
る
。

そ
の
も
っ
と
昔
々
の
こ
と
、
私
は
大
学
院
を
出
て
か
ら
私
学
に
六
年

間
勤
務
し
、
昭
和
五
十
五
年
に
経
済
学
部
（
経
済
史
講
座
） 

の
助
教

授
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
初
め
て
の
教
官
協
議
会
に
出
た
時
、
各
自
の

席
上
に
和
菓
子
と
茶
が
並
べ
ら
れ
て
い
て
驚
い
た
（
当
時
は
灰
皿
も
お

か
れ
て
い
た
）。
毎
回
の
和
菓
子
の
代
金
は
会
費
で
集
め
ら
れ
、
そ
の

会
の
名
前
を
「
清
風
会
」
と
い
っ
た
。
き
れ
い
な
名
前
で
あ
る
。
教
官

た
ち
の
懇
親
会
の
伝
統
あ
る
名
称
で
あ
り
、
忘
年
会
や
歓
送
会
な
ど
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
っ
た
い
な
ぜ
、
そ
れ
が
「
清
風
会
」
と
名
乗
っ
た

の
か
、
あ
り
ふ
れ
た
名
前
な
の
だ
が
、
は
た
し
て
住
友
の
旧
「
清
風
荘
」

と
何
か
関
係
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
先
輩
連
に
訊
い
て
も
今
で
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
。

史
料
館
で
住
友
の
近
代
史
を
勉
強
し
て
い
る
と
、
住
友
本
社
の
経

営
幹
部
を
昭
和
十一年
に
突
如
退
任
し
た
川
田
順
と
い
う
人
物
に
出
会

う
。
川
田
順
は
著
名
な
歌
人
で
も
あ
っ
た
。
か
れ
は
、
京
大
へ
の
「
清

風
荘
」
寄
贈
の
際
、
そ
の
折
衝
に
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
戦

後
に
は
、
歌
の
弟
子
で
あ
っ
た
経
済
学
部
の
あ
る
教
授
夫
人
と
の
熱
烈

な
恋
愛
（「
老
い
ら
く
の
恋
」）
の
顚
末
で
も
知
ら
れ
る
。　

現
在
、
私
は
住
友
史
料
館
で
文
学
部
史
学
科
卒
の
仲
間
に
取
り
囲
ま

れ
て
い
る
。
と
も
に
住
友
の
歴
史
を
調
べ
な
が
ら
論
文
を
書
い
て
い
る
。

資
料
や
古
文
書
の
取
扱
い
で
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
な
か
で
、

何
よ
り
も
気
づ
く
の
は
、
私
自
身
の
関
心
が
経
済
学
や
経
済
史
と
い
う

社
会
科
学
か
ら
離
れ
て
、
し
だ
い
に
別
世
界
の
人
文
科
学
へ
と
移
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
理
屈
を
並
べ
立
て
る
よ
り
細
か
な
事
実
の
掘
り
起

こ
し
の
方
が
面
白
い
と
感
じ
は
じ
め
た
こ
と
で
あ
る
。
年
を
と
っ
た
せ

い
な
の
か
、
自
分
の
気
持
ち
が
経
済
学
か
ら
し
だ
い
に
遠
ざ
か
り
、
古

代
日
本
語
や
歴
史
学
へ
と
傾
い
た
こ
と
に
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

川
田
順
の
歌
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

　
法
律
経
済
な
ど
は
黏も

ち
鳥
の
か
か
づ
ら
は
し
き
学
問
と
思
へ
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会
社
を
辞
め
て
21
年
に
な
る
。
悠
々
自
適

の
手
前
位
の
生
活
が
ま
だ
続
い
て
い
る
が
、

毎
日
が
楽
し
く
、
元
気
に
や
っ
て
い
ら
れ
る

の
で
、
こ
れ
が
自
分
流
の
余
生
だ
と
満
足
し

て
い
る
。

2
0
0
1
年
６
月
末
、
退
社
の
パ
ー
テ
ィ

で
「
会
長
・
社
長
ほ
か
皆
さ
ん
よ
り
も
、
一

番
世
話
に
な
っ
た
の
は
家
内
、
二
人
で
全
国

全
県
ゴ
ル
フ
旅
行
す
る
」
と
宣
言
し
、
早
速

7
月
か
ら
巡
行
開
始
で
2
0
0
2
年
末
ま
で

に
34
か
所
、
順
調
で
ま
る
で
夢
の
様
な
時
間

だ
っ
た
。

小
金
井
か
ら
国
立
の
一
橋
大
学
ま
で
ド
ア

ツ
ー
ド
ア
で
30
分
。
化
学
に
厳
し
い
伊
丹
さ

ん
の
産
業
論
の
あ
ら
を
探
し
に
、
2
0
0
2

年
３
月
に
卒
業
・
成
績
両
証
明
書
を
出
し
、

助
教
の
面
接
も
受
け
て
商
学
部
の
聴
講
生
に

な
り
、
週
３
回
位
、
時
に
は
レ
ポ
ー
ト
も
出

し
て
、
一
年
間
老
後
の
楽
し
み
を
満
喫
で
き

た
。
（
後
述
の
D
F
ア
カ
デ
ミ
ー
活
動
に
も

有
意
義
、
一
橋
で
も
や
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
。
）

【
経
済
学
部
同
窓
会
の
手
伝
い
】

東
京
支
部
の
S
35
年
卒
理
事
で
理
事
会
に

は
出
て
い
た
。
樋
口
さ
ん
、
中
村
さ
ん
の
後

2
0
0
3
年
に
安
居
支
部
長
、
宗
雪
副
支
部

長
の
体
制
に
な
る
が
、
そ
の
時
に
お
二
人
か

ら
「
事
務
局
を
や
っ
て
く
れ
」
と
。
帝
人
、

富
士
フ
ィ
ル
ム
は
宇
部
興
産
・
化
学
部
門
の

お
客
様
、
「
や
り
ま
す
」
と
即
答
。

2
0
0
5
年
に
お
二
人
が
「
70
歳
に
な
っ
た

か
ら
や
め
る
の
で
後
任
を
選
べ
」
と
。
西

沢
・
岡
野
両
氏
を
推
薦
し
た
。
二
人
が
私
の

事
務
局
継
続
と
い
う
条
件
を
つ
け
た
の
で
、

結
局
９
年
も
や
っ
た
。
な
ん
と
か
責
任
を
果

た
せ
た
が
、
学
部
の
諸
先
生
、
田
村
さ
ん
ほ

か
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
ご
支
援
が
心
強
か
っ

た
。大

学
本
部
の
方
々
と
も
お
会
い
で
き
て
良

か
っ
た
。
尾
池
総
長
に
は
「
全
学
同
窓
会
を

是
非
」
と
お
願
い
し
、
東
京
で
も
医
・
工

（
機
械
）
・
文
・
法
等
の
同
窓
会
世
話
役
と

地
な
ら
し
的
に
時
々
集
ま
っ
て
い
た
。

東
京
に
拠
点
が
あ
れ
ば
、
と
い
う
気
持
ち

が
強
く
な
り
、
次
の
松
本
総
長
に
お
会
い
し

た
時
に
、
そ
れ
を
お
話
し
た
ら
「
や
り
ま

し
ょ
う
」
と
即
答
頂
き
、
私
が
下
調
べ
し
た

20
か
所
を
吉
川
副
学
長
と
一
緒
に
見
て
回

り
、
最
後
は
品
川
駅
隣
接
の
品
川
イ
ン
タ
ー

シ
テ
ィ
を
総
長
に
ご
覧
願
っ
て
決
定
し
た
。

2
0
0
9
年
の
開
所
式
は
本
当
に
嬉
し
か
っ

た
。こ

う
い
う
事
も
評
価
さ
れ
た
の
か
、

2
0
1
1
年
に
学
部
長
か
ら
鎖
付
き
の
金
時

計
を
頂
い
た
。
裏
に
大
学
の
楠
の
マ
ー
ク
が

つ
い
て
い
て
（
確
か
生
協
で
売
っ
て
い

る
？
）
知
ら
な
い
人
に
見
せ
る
と
「
エ
ッ
、

凄
い
」
と
驚
く
の
で
、
夏
の
間
の
密
か
な
楽

し
み
に
し
て
い
る
。

【
デ
ィ
レ
ク
ト
フ
ォ
ー
ス
の
手
伝
い
】

2
0
0
2
年
夏
に
出
来
た
こ
の
社
団
法
人

に
は
種
々
の
会
社
の
役
員
O
B
が
現
在
約

6
0
0
人
（
延
べ
約
1
4
0
0
人
）
の
会
員

が
い
て
、
社
会
貢
献
と
自
己
研
鑽
に
励
ん
で

い
る
。
一
橋
聴
講
生
の
私
は
即
入
会
、
会
員

番
号
17
は
「
31
E
1
」
と
同
じ
で
、
私
の

ラ
ッ
キ
ー
ナ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
最
初
に
立
ち

上
げ
た
「
大
学
で
の
講
義
」
事
業
を
担
当
す

る
こ
と
と
な
り
事
務
局
入
り
、
手
探
り
で
多

く
の
大
学
を
訪
ね
た
。
「
論
文
を
書
い
て
い

る
か
？
」
な
ど
の
質
問
に
は
「
会
社
で
は
そ

ん
な
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
、
学
生
に
役
立
つ
話

は
出
来
ま
す
」
と
。
各
種
産
業
の
開
発
的
業

務
を
つ
な
い
だ
D
F
的
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

X
」
シ
リ
ー
ズ
も
評
価
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
以
前

は
年
4
0
0
回
前
後
の
出
講
、
自
分
で
も

時
々
講
義
を
し
た
。
同
志
社
で
は
や
っ
た
が

母
校
の
壁
は
高
か
っ
た
。

大
学
の
公
開
講
座
や
各
種
の
研
修
会
で

や
っ
た
「
模
擬
取
締
役
会
」
は
総
勢
８
名

で
、
本
物
に
近
い
議
案
を
賛
成
・
反
対
の
二

派
で
真
剣
に
議
論
し
た
。
社
会
人
向
け
の
経

営
講
座
を
シ
リ
ー
ズ
で
や
っ
た
時
に
は
、
安

居
さ
ん
、
宗
雪
さ
ん
に
も
お
願
い
し
た
。

「
君
が
や
っ
て
い
る
の
は
祇
園
の
女
将
み
た

い
だ
な
、
お
座
敷
に
合
わ
せ
て
人
を
出

す
」
、
宗
雪
さ
ん
の
後
日
談
に
に
ん
ま
り
し

た
。小

学
校
へ
の
出
前
理
科
実
験
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
支
援
等
幅
広
い
活
動
を
し
て
い

る
の
で
是
非
U
R
L
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
自

己
研
鑽
で
も
多
く
の
研
究
会
、
同
好
会
が
あ

り
、
私
は
ゴ
ル
フ
同
好
会
、
美
術
同
好
会
に

参
加
し
て
い
る
。
南
禅
寺
の
水
路
閣
を
描
い

た
拙
作
が
学
部
長
の
目
に
と
ま
り
、
同
窓
会

室
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
過
分
の
光
栄
で
あ

る
。D

F
に
参
加
し
た
お
か
げ
で
、
85
歳
の
現

在
ま
で
元
気
で
楽
し
く
有
意
義
な
生
活
が
出

来
た
。
そ
の
ご
恩
返
し
と
し
て
、
「
20
周
年

記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
の
委
員
長
を
や
っ

て
い
る
。
自
分
で
も
あ
き
れ
て
い
る
が
、
本

当
に
最
後
の
ご
奉
公
で
あ
る
。
年
齢
制
限
な

し
、
是
非
こ
の
楽
し
い
D
F
に
ご
入
会
下
さ

い
。

【
同
行
二
人
・
ゴ
ル
フ
88
か
所
巡
行
】

順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
同
窓
会
、

D
F
の
お
か
げ
？
で
最
後
の
88
番
目
福
井
県

の
芦
原
カ
ン
ト
リ
ー
に
は
2
0
1
0
年
11

月
、
経
済
学
部

同
窓
会
の
終
了

後
に
米
原
で
家

内
と
待
ち
合
わ

せ
て
、
よ
う
や

く
た
ど
り
着
く

こ
と
が
出
来

た
。
足
か
け
９

年
で
「
結
願
」

で
あ
る
。
記
録

は
整
理
し
て
あ

り
、
い
ず
れ
本

に
と
考
え
て
い

た
が
、
こ
れ
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
。
家
内

が
遂
に
「
早
く
し
な
い
と
私
死
に
ま
す
よ
」

と
。
文
章
を
短
く
す
る
に
は
絵
を
入
れ
る
手

が
あ
る
と
思
い
つ
き
、
ゴ
ル
フ
場
の
絵
を
描

き
始
め
た
。
こ
れ
が
楽
し
く
、
絵
の
間
に
入

れ
る
文
章
も
手
書
き
で
、
サ
ン
プ
ル
を
暮
ら

し
の
手
帳
社
に
持
参
、
そ
の
場
で
「
こ
れ
で

行
き
ま
し
ょ
う
」
と
決
定
し
た
。
自
費
出
版

で
6
0
0
部
、
版
元
が
50
部
販
売
、
あ
と
は

知
り
合
い
に
お
届
け
し
た
。
国
会
図
書
館
に

は
入
っ
て
い
る
が
、
母
校
図
書
館
は
敷
居
が

高
過
ぎ
る
。
発
行
日
が
2
0
1
6
年
５
月
29

日
、
希
し
く
も
家
内
の
誕
生
日
。
手
元
に
は

数
冊
し
か
な
く
、
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
る
と
買

い
戻
し
て
い
る
。

31
E
1
の
幹
事
を
宇
治
分
校
以
来
66
年

や
っ
て
い
る
。
2
0
1
0
に
学
年
全
体
「
卒

業
５0
周
年
」
を
や
っ
た
。
コ
ロ
ナ
で
や
れ
て

い
な
か
っ
た
E
1
の
60
周
年
を
、
２
年
遅
れ

の
今
年
７
月
に
京
都
・
東
華
采
館
で
よ
う
や

く
。数

は
少
な
く
な
っ
た
が
、
肩
を
組
ん
で
の

「
琵
琶
湖
周
航
歌
」
は
格
別
だ
っ
た
。
ま
た

来
年
も
こ
こ
で
、
と
握
手
し
て
別
れ
た
。

人
が
好
き
、
家
族
が
好
き
、
自
分
も
好

き
、
人
間
万
歳
！！
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本
書
は
日
本
・
中
国
・
韓
国
・
台
湾
の

４
カ
国
・
地
域
の
企
業
の
い
わ
ば
産
業
地

勢
図
を
描
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
塩

地
編
『
東
ア
ジ
ア
優
位
産
業
の
競
争
力
』

（
２
０
０
８
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
の
続

編
で
あ
り
、
取
り
上
げ
る
産
業
は
前
著
の

７
か
ら
本
書
で
は
１４
へ
、
執
筆
者
は
７
名

か
ら
16
名
へ
と
大
幅
に
拡
張
し
、
前
著
で

分
担
執
筆
者
で
あ
っ
た
田
中
が
編
集
に
加

わ
っ
た
。

　

経
済
学
部
同
窓
会
報
の
紙
面
で
本
書
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
い
た
だ
い

た
の
で
、
本
書
成
立
の
背
景
と
な
っ
て
い
る

事
情
に
触
れ
て
み
た
い
。

　
編
者
の
塩
地
洋
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

と
田
中
は
と
も
に
中
村
哲
ゼ
ミ
（
日
本
経

済
史
）
の
出
身
で
あ
り
、
学
問
的
伝
統
・

志
向
を
共
有
し
て
い
る
。
な
か
で
も
「
企

業
の
構
造
に
着
目
し
た
産
業
研
究
」お
よ
び

「
東
ア
ジ
ア
へ
の
関
心
」
の
２
つ
が
本
書
に

は
反
映
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
合
流
し

た
地
点
に
本
書
は
成
立
し
て
い
る
と
い
え

る
。

　
「
東
ア
ジ
ア
へ
の
関
心
」
は
中
村
先
生
か

ら
直
接
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
明
治

維
新
期
の
経
済
史
研
究
者
で
あ
っ
た
先
生

は
、
韓
国
・
台
湾
の
経
済
成
長
に
接
し
て

東
ア
ジ
ア
を
包
括
し
た
資
本
主
義
の
歴
史

へ
と
関
心
を
拡
大
し
て
こ
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
史
研
究
は
堀
和
生

先
生
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
と
堀
ゼ
ミ

出
身
者
の
皆
さ
ん
に
継
承
さ
れ
、
塩
地
・

田
中
は
そ
の
問
題
意
識
を
産
業
論
の
分
野

で
模
索
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
本
書

の
共
同
研
究
の
出
発
点
と
な
っ
た
前
著
は
、

中
村
先
生
の
喜
寿
記
念
出
版
と
し
て
企
画

さ
れ
た
４
冊
の
書
籍
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。

　
「
企
業
の
構
造
に
着
目
し
た
産
業
研
究
」

の
方
は
さ
ら
に
時
代
を
さ
か
の
ぼ
り
、
故
・

堀
江
英一（
１
９
１
３–

１
９
８
１
）
に
端
を

発
す
る
。
堀
江
先
生
も
ま
た
明
治
維
新
研

究
か
ら
現
代
巨
大
企
業
論
へ
と
大
き
く
研

究
テ
ー
マ
を
転
換
さ
れ
た
。
そ
の
特
徴
は

企
業
・
工
場
の
現
場
を
た
ず
ね
、
企
業
の

重
層
的
な
構
造
の
内
部
に
あ
る
要
因
を
重

視
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
今
と
な
っ

て
は
驚
く
に
値
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

当
時
の
独
占
資
本
主
義
論
の
論
調
と
は一線

を
画
し
、
産
業
論
研
究
の
指
針
と
な
る
も

の
で
あ
っ
た
。
中
村
ゼ
ミ
で
現
代
を
テ
ー
マ

に
す
る
も
の
は
等
し
く
そ
の
成
果
を
学
ん

だ
し
、
時
を
超
え
て
本
書
の
執
筆
メ
ン
バ
ー

に
は
京
大
の
枠
を
超
え
て
堀
江
ゼ
ミ
の
系

譜
に
属
す
る
研
究
者
が
多
数
含
ま
れ
て
い

る
。

　

学
問
的
伝
統
・
志
向
と
い
え
ど
も
決
し

て
完
成
さ
れ
た
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、

時
代
は
移
り
変
わ
る
。
１
９
８
０
年
代
に

は
日
本
企
業
の
現
実
は
世
界
最
先
端
の
姿

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
ま
た
東
ア
ジ
ア
で
の

日
本
企
業
の
影
響
力
・
主
導
性
は
ほ
と
ん

ど
疑
問
の
余
地
が
な
か
っ
た
。
２
０
０
０
年

代
に
中
国
経
済
が
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂

げ
て
か
ら
も
、
企
業
レ
ベ
ル
で
み
れ
ば
日

本
企
業
に一日
の
長
が
あ
る
場
合
が
多
か
っ

た
。
前
著
で
は
そ
の
よ
う
な
認
識
を
前
提

と
し
て
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
各
国
企
業
の

競
争
と
分
業
の
構
造
を
論
じ
た
。
と
こ
ろ

が
今
日
で
は
多
く
の
産
業
で
日
本
企
業
の

地
位
が
揺
ら
い
で
い
る
。
本
書
で
は
、
競

争
と
分
業
の
様
相
を
産
業
別
に
観
察
し
、

主
導
権
が
交
代
し
た
（
し
な
か
っ
た
）
要

因
を
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
論
じ
た
。
そ
の

う
え
で
産
業
横
断
的
に
考
察
し
、
東
ア
ジ

ア
産
業
の
パ
タ
ー
ン
を
３
つ
の
類
型
に
整
理

し
て
み
た
が
、
そ
の
成
否
に
つ
い
て
は
読

者
諸
氏
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
ほ
か
は
な
い
。
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私
の
近
年
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
国
際
課
税

制
度
が
多
国
籍
企
業
の
経
済
活
動
に
与
え
る

影
響
を
分
析
す
る
こ
と
で
す
。
多
国
籍
企
業

は
様
々
な
国
に
子
会
社
を
設
立
し
て
、
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
際
課
税
と
は
、
国
境

を
越
え
た
経
済
活
動
に
対
す
る
課
税
を
意
味

し
ま
す
。
国
際
課
税
上
の
重
要
な
課
題
の一

つ
は
、
海
外
で
稼
得
し
た
利
益
（
所
得
）
に

対
し
て
、
国
内
で
ど
の
よ
う
に
課
税
す
る
の

か
と
い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
日
本
企
業
（
親
会
社
）
が
海
外

子
会
社
か
ら
配
当
を
受
け
取
る
と
し
ま
す
。

配
当
は
子
会
社
の
税
引
後
利
益
か
ら
支
払
わ

れ
て
お
り
、
子
会
社
は
現
地
で
す
で
に
法
人

税
を
払
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
日
本
が
配

当
に
そ
の
ま
ま
法
人
税
を
課
す
と
、
二
重
に

法
人
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
は
国
際
的
二
重
課
税
と
呼
ば

れ
ま
す
。国
際
的
二
重
課
税
を
放
置
す
る
と
、

海
外
利
益
に
課
さ
れ
る
税
負
担
が
過
度
に
重

く
な
り
、
海
外
直
接
投
資
の
障
害
に
な
り
得

ま
す
。
そ
こ
で
各
国
は
国
際
的
二
重
課
税
を

排
除
・
調
整
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
税
制
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

国
際
的
二
重
課
税
の
調
整
方
法
は
大
き
く

分
け
て
二
つ
の
方
式
が
あ
り
ま
す
。
一つ
は
外

国
税
額
控
除
方
式
で
す
。
こ
の
方
式
の
下
で

は
、
親
会
社
が
海
外
子
会
社
か
ら
配
当
を

受
け
取
っ
た
際
、
配
当
の
原
資
と
な
っ
た
海

外
利
益
に
対
し
て
親
会
社
の
居
住
地
国
も
法

人
税
を
課
し
ま
す
。
た
だ
し
、
子
会
社
が

外
国
で
払
っ
た
税
額
分
は
、
親
会
社
の
法
人

税
額
か
ら
控
除
す
る
こ
と
で
二
重
課
税
を
避

け
ま
す
。
こ
の
と
き
、
親
会
社
が
自
国
に

払
う
税
額
は
、
海
外
利
益
へ
の
自
国
で
の
課

税
額
と
国
外
で
の
税
額
の
差
に
等
し
く
な
り

ま
す
（
国
外
で
の
税
額
の
方
が
大
き
い
場
合

は
、
自
国
で
の
支
払
い
税
額
は
な
く
な
り
ま

す
）。も
う一つ
は
国
外
所
得
免
除
方
式
で
す
。

こ
の
方
式
の
下
で
は
、
親
会
社
が
海
外
子
会

社
か
ら
受
け
取
っ
た
配
当
は
自
国
で
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。
海
外
所
得
を
国
内
で
は
非
課

税
と
す
る
こ
と
で
二
重
課
税
を
避
け
る
の
で

す
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
国
際
的
二
重

課
税
の
調
整
方
式
は
、
多
国
籍
企
業
の
行

動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
に
、
私
は

日
本
の
税
制
改
正
に
着
目
し
ま
し
た
。
日

本
は
２
０
０
８
年
度
ま
で
は
外
国
税
額
控
除

方
式
に
よ
っ
て
海
外
子
会
社
配
当
に
関
す
る

二
重
課
税
を
調
整
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

２
０
０
９
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
外
国
子

会
社
配
当
益
金
不
算
入
制
度
と
い
う
新
制

度
が
導
入
さ
れ
、
日
本
企
業
が
海
外
子
会
社

か
ら
受
け
取
っ
た
配
当
は一定
の
条
件
の
下
で

非
課
税（
益
金
不
算
入
）と
な
り
ま
し
た（
厳

密
に
は
、
受
取
配
当
の
95
%
分
が
非
課
税

と
な
り
ま
す
）。
そ
れ
に
伴
い
、
海
外
子
会

社
配
当
に
適
用
さ
れ
て
き
た
外
国
税
額
控
除

は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
税
制
改
正
の
結

果
、
配
当
の
形
で
国
内
に
還
流
し
た
海
外
利

益
に
つ
い
て
は
、
二
重
課
税
の
調
整
方
式
が

外
国
税
額
控
除
方
式
か
ら
国
外
所
得
免
除

方
式
へ
と
移
行
し
た
の
で
す
。

慶
應
義
塾
大
学
の
清
田
耕
造
教
授
と
の
共

同
研
究
で
は
、
２
０
０
９
年
度
税
制
改
正
に

よ
っ
て
海
外
子
会
社
か
ら
親
会
社
へ
の
配
当

送
金
行
動
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、

海
外
子
会
社
の
財
務
デ
ー
タ
を
用
い
て
分
析

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
内
部
留
保
残
高
が

大
き
く
、
配
当
支
払
い
能
力
の
高
い
子
会
社

が
税
制
改
正
に
強
く
反
応
し
て
、
配
当
を
増

加
さ
せ
た
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

親
会
社
が
海
外
子
会
社
か
ら
配
当
を
受

け
取
る
際
に
は
、
子
会
社
の
居
住
地
国
が
源

泉
徴
収
税
と
い
う
税
を
課
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
２
０
０
８
年
度
以
前
は
源
泉
徴
収
税
も

外
国
税
額
控
除
の
対
象
で
あ
っ
た
た
め
、
源

泉
徴
収
税
の
支
払
額
の
分
だ
け
日
本
で
の
法

人
税
額
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
源
泉
徴
収
税
が
利
益
還
流
に
際
し

て
の
税
負
担
に
与
え
る
影
響
は
限
定
的
で
し

た
。
し
か
し
２
０
０
９
年
度
以
後
は
外
国
税

額
控
除
が
利
用
で
き
な
く
な
る
た
め
、
源
泉

徴
収
税
は
配
当
に
よ
る
利
益
還
流
の
際
の
追

加
的
な
税
負
担
と
な
り
ま
す
。
我
々
の
研
究

で
は
、
源
泉
徴
収
税
率
の
低
い
国
に
立
地
す

る
海
外
子
会
社
が
２
０
０
９
年
度
以
後
に
配

当
を
増
加
さ
せ
た
こ
と
も
示
し
ま
し
た
。
源

泉
徴
収
税
の
負
担
が
小
さ
い
子
会
社
ほ
ど
、

配
当
免
税
に
よ
る
節
税
効
果
が
大
き
い
た
め

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
分
析
結
果
は
、
国
外
所
得
免
除

方
式
へ
の
移
行
は一部
の
海
外
子
会
社
か
ら
の

利
益
還
流
を
促
進
す
る
効
果
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
国
際

課
税
制
度（
国
際
的
二
重
課
税
の
調
整
方
式
）

の
変
更
は
海
外
利
益
の
国
内
還
流
に
影
響
を

与
え
る
の
で
す
。
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教
員
の
紹
介

本
年
３
月
末
を
も
っ
て
京
都
大
学
を
退
職
い
た
し
ま

し
た
。
２
０
１
９
年
度
よ
り
３
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
教
育
・
研
究
の
両
面
で
多
く
の
こ
と

を
学
び
、大
変
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
特
に
、

「
経
済
数
学
」
や
「
ゲ
ー
ム
と
情
報
の
経
済
学
」
で
は
教

え
る
難
し
さ
を
学
び
、
教
え
る
者
は
教
え
る
内
容
の
三
倍

を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
箴
言
に
つ
い
て
身

を
も
っ
て
知
り
ま
し
た
。
研
究
面
で
も
、
関
わ
っ
た
様
々

な
研
究
者
の
方
々
を
通
し
て
、
他
者
の
考
え
方
を
ど
う
取

り
入
れ
て
い
く
か
、
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
っ
て
、
研
究
・
教
育
共
に
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
い
か

な
い
中
、
多
く
の
教
職
員
の
支
え
も
あ
り
、
私
自
身
と
し

て
は
大
過
な
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
４
月
か
ら
は
金
沢
大
学
人

間
社
会
研
究
域
経
済
学
経
営
学
系
経
済
学
類
に
移
り
、
ま

た
新
た
な
環
境
で
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

教
員
生
活
の
後
半
に
経
験
し
た
、
大
学
教
育
に
関
わ
る
、
新
旧
の
交
錯

す
る
３
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、five m

inute university

に
つ
い
て
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

巷
に
よ
く
あ
るten m

inute university 

は
10
分
間
で
簡
単
な
知
識
を
授

け
る
ち
ょ
っ
と
楽
観
的
な
教
材
で
す
が
、five

の
方
は
米
国
の
あ
る
テ
レ

ビ
番
組
で
、
有
名
な
役
者
が
大
学
教
育
を
辛
辣
な
皮
肉
と
ペ
シ
ミ
ズ
ム

を
込
め
て
次
の
よ
う
に
揶
揄
す
る
も
の
で
す
（
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
れ
ば

YouTube
で
観
ら
れ
ま
す
）。「
私
は
、『
５
分
間
大
学
』
と
い
う
学
校
を

始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
学
を
卒
業
し
た
人
が
５
年
後
に
覚
え
て

い
る
こ
と
を
、
５
分
間
で
学
べ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
費
用
は
20
ド
ル
く

ら
い
で
し
ょ
う
か
。・
・
・
」　
私
は
２
０
１
３
年
に
新
設
さ
れ
た
国
際
高

等
教
育
院
と
い
う
、
全
学
共
通
科
目
（
以
前
の
教
養
科
目
）
を
統
括
す
る

組
織
と
併
任
と
な
り
、
右
記
の
番
組
を
知
っ
て
か
ら
、
教
え
る
と
き
は
い

つ
も
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
AI
翻
訳
ソ
フ
トDeepL
の
登
場
で
す
。
右
記
の
訳
も
こ
の
ソ

フ
ト
に
依
っ
た
も
の
で
す
。
誤
訳
も
あ
り
ま
す
が
、
非
常
な
高
性
能
で
、

外
国
語
（
英
語
と
は
限
ら
な
い
）
授
業
の
仕
方
に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
使
い
勝
手
も
よ
く
、
無
料
で
す
の
で
是
非
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

３
つ
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ビ
デ
オ
教
材
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
経

験
し
た
こ
と
で
す
。
学
生
と
対
面
し
、
生
の
反
応
に
接
し
な
が
ら
の
即
興

性
と
身
体
性
に
富
ん
だ
昔
な
が
ら
の
授
業
は
、
何
と
贅
沢
な
教
育
空
間
で

あ
っ
た
か
と
思
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
年
３
月
末
を
も
っ
て
京
都
大
学
を
早
期
退
職
し
ま

し
た
。
１
９
７
６
年
（
昭
和
54
年
）
に
京
都
大
学
経
済

学
部
に
入
学
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、
私
学
教
員
だ
っ
た

３
年
間
を
除
き
、
実
に
40
年
間
京
都
大
学
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
経
済
学
研
究
科
及
び
経
営
管
理
研
究
部

の
教
員
、
職
員
の
み
な
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
経
営
管
理
大
学
院
で
は

多
く
の
こ
と
に
挑
戦
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
経

済
学
部
の
ゼ
ミ
学
生
、
経
済
学
研
究
科
の
大
学
院
生
、

経
営
管
理
大
学
院
及
び
同
博
士
後
期
課
程
の
社
会
人
学

生
と
学
び
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む
な
ど
、
充
実
し
た

教
員
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

４
月
か
ら
佛
教
大
学
社
会
学
部
公
共
政
策
学
科
教
授

と
し
て
着
任
い
た
し
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（
初
級
地
域
公
共
政
策
士
╱
Ｇ
Ｐ
Ｍ 

グ
ロ
ー
カ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
な
ど
も
担
当
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
京
都
も
の
づ
く
り
バ
レ
ー
の
研
究
と
推
進
寄
附

講
座
及
び
情
報
学
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
講
座
の
客
員
教
授
と

し
て
、
引
き
続
き
経
営
管
理
大
学
院
の
事
業
に
協
力
い

た
し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

髙
梨　

誠
之

菊
谷　

達
弥

若
林　

靖
永
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田
所　

篤

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科　
講
師

【
担
当
講
義
科
目
】

学
部
：入
門
演
習
６

中
林　

純

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科　
准
教
授

【
担
当
講
義
科
目
】

学
部
：産
業
組
織
論

大
学
院
：応
用
ミ
ク
ロ
計
量
分
析
、産
業
組
織
論
Ａ

岩
瀬　

祐
介

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科　
講
師

【
担
当
講
義
科
目
】

学
部
：ミ
ク
ロ
経
済
学
入
門
、マ
ク
ロ
経
済
学
入
門

羽
村　

靖
之

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科　
講
師

【
担
当
講
義
科
目
】

学
部
：入
門
演
習
２
、
統
計
学
１

竹
内　

憲
司

牧
野　

成
史

山
田　

仁
一
郎

京
都
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
部　
教
授

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科　
併
任

【
担
当
講
義
科
目
】

学
部
：経
営
学
入
門

大
学
院
：経
営
学
研
究
法
、ア
ン
ト
レ
プ
レ

　
　

 　
　
ナ
ー
シ
ッ
プ
論

【
抱
負
・
感
想
】

　

私
は
東
京
生
ま
れ
北
海
道
育
ち
で
し
て
、

２
０
０
０
年
に
北
海
道
大
学
で
博
士
号
を
取

得
し
、
香
川
大
学
、
大
阪
市
立
大
学
を
経
て
、

２
０
２
１
年
10
月
に
本
学
へ
着
任
し
ま
し
た
。

講
義
で
は
経
営
学
入
門
を
担
当
し
ま
す
。

　

本
学
は
、
経
営
学
の
発
展
期
に
お
い
て
影

響
力
が
強
か
っ
た
チ
ェ
ス
タ
ー
・
バ
ー
ナ
ー

ド
の
学
説
に
関
す
る
国
際
的
に
も
重
要
な
研

究
拠
点
の
１
つ
で
あ
っ
た
と
聞
き
及
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
経
営
学
の
源
流
か
ら
の

進
展
を
支
え
て
き
た
学
問
の
本
場
で
研
究
・

教
育
が
で
き
る
機
会
に
恵
ま
れ
、
身
に
余
る

光
栄
で
す
。

　

研
究
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
研
究
主
題
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
経
営
戦
略
と
組
織
、
企
業

統
治
や
産
業
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
錯
綜
す
る

複
雑
な
領
域
で
す
。
昨
今
の
よ
う
な
世
情
が

困
難
な
状
況
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
学
問
の
可
能

性
と
魅
力
を
学
生
と
わ
か
ち
あ
い
、
と
も
に

真
摯
に
追
究
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科　
教
授

【
担
当
講
義
科
目
】

学
部
：経
営
戦
略
、外
国
文
献
研
究
、演
習

大
学
院
：経
営
戦
略
、経
営
学
の
原
理

【
抱
負
・
感
想
】 

　

香
港
中
文
大
学
で
の
教
員
生
活
26
年
を
経

て
、
昨
年
９
月
に
本
学
に
着
任
し
ま
し
た
。
専

門
は
経
営
戦
略
と
国
際
経
営
で
す
。
授
業
で

は
ケ
ー
ス
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し

た
実
践
的
な
教
育
ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
い
て
い

ま
す
。
研
究
は
実
証
研
究
を
中
心
に
様
々
な

経
営
戦
略
や
組
織
上
の
問
題
を
分
析
・
発
表

し
て
き
ま
し
た
。
日
本
で
の
大
学
勤
務
は
初

め
て
で
様
々
な
局
面
で
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ

ク
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
で
の
経
験
を
通
し
て
、
経
済
学
や

経
営
学
な
ど
の
社
会
科
学
が
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
知
識
を
発
信
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
、

自
分
の
反
省
も
含
め
て
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
京
都
大
学
の
強
み
は
経
済
学
と
経

営
学
を
同
時
に
学
べ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
両
分
野
は
ま
る
で
異
な
る
デ
ィ
シ

プ
リ
ン
の
よ
う
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
ろ
そ
ろ
互
い
の
知
見
を
学
び
あ
う
時
期
に

来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
ご
指
導
・
鞭
撻
の
ほ
ど
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
大
学
地
球
環
境
学
堂　
教
授

京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科　
併
任

【
担
当
講
義
科
目
】

学
部
：環
境
経
済
論

大
学
院
：環
境
経
済
分
析

【
抱
負
・
感
想
】

　

長
ら
く
お
世
話
に
な
っ
た
神
戸
大
学
か
ら

移
籍
し
て
き
ま
し
た
。
六
甲
山
に
ひ
っ
そ
り

と
佇
む
神
戸
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
も
と
て
も

良
い
の
で
す
が
、
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲

気
は
や
は
り
格
別
の
趣
が
あ
り
ま
す
。
学
会

や
研
究
会
で
と
き
ど
き
立
ち
寄
る
た
び
、
少

し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
あ
れ
こ
れ
に
驚
か
さ

れ
て
き
た
も
の
の
、
歴
史
の
あ
る
知
的
な
存

在
感
そ
の
も
の
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
や

は
り
京
都
は
時
の
流
れ
が
ゆ
る
や
か
で
あ
り
、

本
当
に
大
切
な
も
の
が
受
け
継
が
れ
て
い
く

場
所
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
専
門
分
野
は
環
境
経
済
学
で
す
。
特

に
私
は
、
環
境
保
全
と
貧
困
緩
和
の
両
立
可

能
性
や
、
気
候
変
動
政
策
・
廃
棄
物
政
策
に

お
け
る
経
済
的
手
段
の
効
果
に
つ
い
て
分
析

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

所
属
と
し
て
は
、
学
際
的
な
性
格
を
持
っ

た
大
学
院
で
あ
る
地
球
環
境
学
堂
と
の
併
任

と
な
り
ま
す
。
分
野
に
と
ら
わ
れ
な
い
発
想
、

問
題
を
捉
え
る
際
の
多
様
な
視
点
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
時
の
流
れ
に
耐
え
う
る
新
た
な

知
見
を
残
せ
る
よ
う
、
微
力
を
尽
く
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
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平
成
４
年
卒

日
本
留
学
後
の

三
十
数
年
間
を
振
り
返
る

私
は
平
成
15
年
に
経
済
学
部
を
卒
業
し
た
後
、
米
国
へ
の
大
学
院
留
学
、
外
交
シ
ン
ク

タ
ン
ク
勤
務
等
を
得
て
、
２
０
１
２
年
の
衆
議
院
議
員
に
立
候
補
し
て
初
当
選
し
、
現
在

４
期
目
に
入
っ
て
い
ま
す
。
国
会
で
は
主
に
国
際
経
済
、
外
交
、
安
全
保
障
の
政
策
分
野

に
携
わ
り
、
今
ま
で
外
務
大
臣
政
務
官
、
衆
議
院
の
経
済
産
業
委
員
会
、
外
務
委
員
会
等

を
経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
が
政
治
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
幼
少
期
に
家
族
と
移
住
し
た
カ

ナ
ダ
で
、
多
種
多
様
な
人
種
・
価
値
観
に
触
れ
る
中
で
、
日
本
を
意
識
す
る
機
会
を
多
く

得
た
事
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
学
進
学
が
決
定
し
た
後
、
14
年
ぶ
り
に
帰
国
を

し
ま
し
た
。

大
学
在
籍
当
時
の
20
世
紀
末
か
ら
21
世
紀
初
頭
に
か
け
て
は
、
金
融
機
関
の
自
主
廃
業

や
合
併
等
が
相
次
ぎ
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
我
が
国
経
済
の
低
迷
が
、
様
々
な
形
で
表
面
化

し
て
い
た
時
期
で
し
た
。
学
部
の
授
業
を
通
じ
、生
ま
れ
て
初
め
て
「
経
済
」
や
「
財
政
」

を
意
識
し
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
、
私
は
決
し
て
優
等
生
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
、
大
学
の
自
由
な
伝

統・校
風
を
履
き
違
え
、種
々
の
挫
折
、葛
藤
を
言
い
訳
に
、ろ
く
に
授
業
に
出
な
い
日
々
。

結
果
と
し
て
留
年
も
し
ま
し
た
。
決
し
て
褒
め
ら
れ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
の

時
期
が
な
け
れ
ば
、
今
の
私
は
無
か
っ
た
と
も
思
い
ま
す
。
い
わ
ば
、「
青
春
の
光
と
影
」

を
優
し
く
包
み
込
ん
で
く
れ
た
母
校
に
、
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
卒
業
か
ら
20
年
以
上
の
月
日
が
経
ち
ま
す
。
現
在
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
蔓
延
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
の
影
響
で
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
内
外
の

状
況
が
大
き
く
劇
的
に
変
化
す
る
中
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
政
策
立
案
を
意
識
し
な

が
ら
、
日
々
国
事
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
日
頃
接
す
る
、
同
僚
議
員
や
国

家
公
務
員
の
方
々
に
同
窓
生
は
い
ま
す
が
、
校
風
な
の
か
、
お
互
い
あ
ま
り
話
題
に
出
し

ま
せ
ん
。
今
年
か
ら
縁
あ
っ
て
、
東
京
の
経
済
学
部
同
窓
会
理
事
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
の
で
、
今
後
は
同
窓
生
と
積
極
的
に
連
携
を
し
て
参
り
た
い
所
存
で
す
。

我
が
母
校

　
　
　

我
が
青
春

辻　

清
人

A
llen Chai

母
国
マ
レ
ー
シ
ア
が
ル
ッ
ク
イ
ー
ス
ト
政
策
を
進
め
た
八
十
年
代
半
ば
に
、
私
は
日
本

に
私
費
留
学
し
ま
し
た
。
京
都
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
後
は
、
日
本
の
大
手
証
券
系
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
入
社
し
、
社
会
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
開
始
し
ま
し
た
。
東
京
勤

務
の
後
、
香
港
・
台
北
へ
駐
在
し
、
中
国
や
台
湾
の
ハ
イ
テ
ク
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
投

資
を
含
む
支
援
の
業
務
を
担
当
し
ま
し
た
。
台
湾
現
地
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
合
弁

企
業
の
業
界
初
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
上
場
を
実
現
す
る
な
ど
、
国
際
的
な
金
融
実
務
や
事
業

経
営
の
経
験
を
積
み
ま
し
た
。
Ｉ 
Ｔ
バ
ブ
ル
が
破
裂
し
た
頃
に
東
京
本
社
へ
戻
り
ま
し
た

が
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と
考
え
ま
も
な
く
転
職
し
、
元
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
の
著
名

な
某
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
創
業
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
へ
転
職
後
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と

し
て
経
営
全
般
担
当
。
日
本
の
有
力
企
業
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
導
入
を
含
む
各
種
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
つ
つ
、
日
本
の
オ
フ
ィ
ス
か
ら
の
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
を
切
り

出
し
中
国
で
こ
れ
を
処
理
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
大
連
を
拠
点
に
開
始
し
ま
し
た
。
日
中
の
間

の
文
化
的
な
ギ
ャ
ッ
プ
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
型
の
Ｂ
Ｐ
Ｏ

事
業
会
社
を
ゼ
ロ
か
ら
立
ち
上
げ
る
の
は
、
達
成
感
の
あ
る
経
験
で
し
た
。

２
０
０
７
年
に
は
日
本
で
後
に
「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
ア
メ

リ
カ
発
の
金
融
危
機
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
混
乱
の
さ
な
か
に
北
京
に
あ
る
中

国
最
大
の
証
券
会
社
へ
転
職
し
、
投
資
銀
行
業
務
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
中
国

大
型
国
有
企
業
を
主
な
顧
客
と
す
る
国
際
Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
や
、
素
材
・
機

械
産
業
な
ど
向
け
の
対
法
人
事
業
に
共
同
責
任
者
と
し
て
従
事
し
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル

的
な
視
点
で
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
行
い
、
ま
た
大
型
Ｍ
＆
Ａ
の
案
件
・
仕
掛
け
等
を
通
じ

業
界
再
編
を
実
現
す
る
仕
事
で
、
非
常
に
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

三
人
家
族
で
す
が
、
生
活
の
拠
点
は
中
国
、
台
湾
、
日
本
と
ば
ら
ば
ら
。
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
始
ま
っ
て
以
来
、
家
族
ど
う
し
が
直
接
会
え
な
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
春
、

一
人
息
子
が
東
京
の
大
学
を
卒
業
し
、
久
々
の
良
い
知
ら
せ
に
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
私
自
身
は
現
在
は
北
京
に
在
住
し
、
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
医
療
・
高
齢
者
介

護
で
の
事
業
基
盤
や
経
験
を
活
か
し
て
高
齢
者
向
け
の
介
護
人
材
育
成
事
業
に
参
入
し
つ

つ
、
他
方
で
ブ
テ
ィ
ッ
ク
型
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
バ
ン
キ
ン
グ
企
業
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
分
野
で
事
業
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
今
日
の
技
術
進
歩
や
変
化

の
ス
ピ
ー
ド
に
は
瞠
目
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
常
に
学
び
続
け
学
び
直
し
し
な
が
ら
生
き
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

卒業生だより

平
成
15
年
卒
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２
０
１
３
年
に
大
学
を
卒
業
し
今
年
で
社
会
人
10
年
目
、
現
在
は
金
融
機
関
の
人
事
部
に
勤

め
て
い
ま
す
。
社
内
外
問
わ
ず
日
々
多
く
の
人
と
接
し
ま
す
が
、
特
に
こ
こ
最
近
感
じ
る
の
が

生
き
方
、
働
き
方
に
対
す
る
価
値
観
の
多
様
化
で
す
。

　
企
業
に
お
け
る
「
多
様
化
」
と
聞
く
と
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の
が
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」

と
い
う
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
で
は
特
に
２
０
０
０
年
以
降
、
労
働
人
口
の
減
少
・
構
成

の
変
化
を
背
景
に
、
性
別
や
年
齢
、
国
籍
、
文
化
な
ど
、
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ

人
材
の
活
用
を
目
指
し
て
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
を
推
進
す
る
企
業
が
増
え
ま
し
た
。
女
性
管

理
職
登
用
や
障
が
い
者
雇
用
の
目
標
値
を
定
め
る
な
ど
、
多
く
の
企
業
が
目
標
達
成
に
向
け
て

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
「
女
性
」「
障
が
い
者
」
と
い
っ
た
枠
組
み
の
中
で
画
一
的
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
個
人
を
活
か
す
と
い
う
レ
ベ
ル
ま
で
到
達
で
き
て
い
な
い
と
い
う
課
題
も
抱
え
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」

と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ
れ
は
、
多
様
な
人
材
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）
を
組
織
の
中
に
受
け
入

れ
（
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
）、
お
互
い
を
認
め
合
う
こ
と
で
個
人
の
能
力
を
最
大
限
発
揮
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
言
葉
を
聞
く
と
新
し
い
考
え
方
に
出
会
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
が
、

思
い
返
せ
ば
大
学
時
代
、
個
人
を
尊
重
す
る
環
境
の
中
、
お
互
い
の
個
性
や
価
値
観
を
認
め
、

高
め
合
う
こ
と
が
当
た
り
前
の
風
土
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
い
う
固
定

概
念
や
「
き
っ
と
こ
う
だ
」
と
い
う
先
入
観
を
持
た
ず
、
多
様
な
価
値
観
を
自
分
の
中
に
取
り

入
れ
て
い
く
、
こ
れ
が
自
身
の
成
長
に
も
繋
が
る
こ
と
を
何
よ
り
も
感
じ
た
４
年
間
で
し
た
。

　
今
後
、
企
業
発
展
の
要
の
１
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
」。
社
会
全
体
で
多
様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
て
い
く
に
は
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
学
生
時
代
の
経
験
を
糧
に
、
性
別
や
年
齢
、
国
籍
と
い
っ
た
枠
組
み
で
は
な
く
一
人
ひ

と
り
の
個
性
や
価
値
観
を
尊
重
し
て
い
け
る
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

平
成
25
年
卒

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」

と
い
う
考
え
方

前
田　

彩
紀
子

入
学
時
に
、「
世
界
の
ど
こ
で
も
通
用
す
る
ス
キ
ル
持
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
を
舞
台
に
仕
事

を
し
た
い
」
と
将
来
を
描
き
は
じ
め
た
。
自
身
が
国
費
留
学
生
と
し
て
入
学
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
の
夢
だ
っ
た
が
、
具
体
的
な
計
画
は
無
か
っ
た
。
何
よ
り
も
当
時
は
授
業
を
始
め
と

す
る
学
習
で
日
々
精
い
っ
ぱ
い
な
こ
と
も
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
舞
台
で
競
争
す
る
自
信

が
全
く
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
２
回
生
か
ら
草
野
先
生
が
開
催
さ
れ
る
ゼ
ミ
に
所
属
し
、
優
秀
な
先
輩
方
と

同
期
に
囲
ま
れ
な
が
ら
経
営
戦
略
分
析
と
企
業
価
値
評
価
に
挑
ん
だ
。
ゼ
ミ
の
議
論
や
研

究
活
動
は
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
な
く
、
満
足
の
い
く
成
果
が
生
ま
れ
ず
壁
に
突
き
当

た
る
経
験
が
何
度
も
あ
っ
た
。
し
か
し
諦
め
か
け
た
時
で
も
、
先
生
や
同
窓
の
皆
様
か
ら

指
導
や
励
ま
し
を
受
け
、課
題
を
一
つ
ず
つ
乗
り
越
え
、最
終
学
年
に
は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
海
外
の
大
学
を
交
え
た
場
で
研
究
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。
今
振
り
返
っ
て

も
こ
の
経
験
こ
そ
が
現
在
の
自
分
の
土
台
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

卒
業
後
主
に
国
内
向
け
の
大
手
製
造
小
売
会
社
に
就
職
し
た
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に

な
る
夢
を
捨
て
き
れ
ず
、
国
際
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
転
職
し
た
。
今
後
、
課

題
解
決
能
力
や
Ｉ
Ｔ
知
識
は
国
や
業
界
を
問
わ
ず
必
要
と
さ
れ
る
と
確
信
し
、
身
に
着
け

た
い
と
決
心
し
て
の
挑
戦
だ
っ
た
。
今
は
ま
だ
日
本
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
主
た
る
取
引
相

手
で
は
あ
る
が
目
先
の
業
務
の
み
な
ら
ず
世
界
全
体
を
意
識
し
、
変
化
し
続
け
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
自
己
研
磨
を
取
り
組
ん
で
い
る
。
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
日
本

を
出
て
発
展
中
の
東
南
ア
ジ
ア
等
に
拠
点
を
移
し
、
国
際
社
会
に
一
層
挑
戦
す
る
計
画
も

立
て
て
い
る
。
今
日
は
昨
日
よ
り
成
長
で
き
た
と
毎
日
実
感
で
き
、
日
々
充
実
に
過
ご
し

て
い
る
。

こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ま
だ
夢
へ
の
道
半
ば
で
は
あ
る
が
、
在
学
中
の
経
験

を
原
点
と
し
て
今
自
分
が
大
い
に
成
長
し
、
大
き
く
前
進
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
研
究
を

成
し
遂
げ
、
周
り
に
励
ま
さ
れ
認
め
ら
れ
た
経
験
が
無
け
れ
ば
、
自
分
自
身
の
可
能
性
を

信
じ
て
挑
戦
し
続
け
る
道
を
貫
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
う
。
在
学
時
自
分
が
頂
い
た
暖
か

い
後
押
し
を
今
度
は
自
分
が
後
輩
に
届
け
る
番
だ
と
思
い
、
夢
を
持
つ
す
べ
て
の
人
間
を

応
援
す
る
た
め
に
ペ
イ
フ
ォ
ワ
ー
ド
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

京
大
で
築
け
た
自
信
で

夢
に
向
か
っ
て

ホ
ア
ン
ト
ゥ
ミ
ン

平
成
30
年
卒



京都大学フットサル部ARI

こんにちは！京都大学フットサル部 ARI は今年で創部 20
年を迎える体育会です。サークルから体育会に昇格したの
も数年前であり、京都大学体育会の中でも最も若い団体
の一つです。

主な活動内容としては所属する京都府リーグ、関西学生
リーグでの試合が挙げられます。加えて、春のインカレや
秋の全日本選手権などもあり、公式戦の数は非常に多いで
す。それらの公式戦での勝利を目的に、週に 4 回の練習
をしています。

フットサルはフィールドプレイヤー 4 人、ゴールキーパー
1 人の計 5 人で行う室内競技です。部員はサッカー経験
者が多く、大学からフットサルを始める人がほとんどです。
おそらく、多くの人はフットサルと聞くと、サッカーの縮小
版やレジャー感の強いスポーツという印象を持つでしょう。
実際のところ筆者も大学でフットサルを始めるまではその
ようなイメージがありました。しかし、実際に競技フットサ
ルを体験してみると、サッカーとは全く異なるスポーツであ
ることが分かります。圧倒的なスピード感・チームとしてカ
スタマイズされた戦術・コートの狭さ故の激しい玉際など、
フットサルにしかない魅力はたくさんあります。近年では大
学フットサル界も盛り上がりを見せており、リーグ戦にも新
規で参入するチームも出てきました。

私たちはチーム理念として「自主・自考・下克上」を掲
げています。高校まで活動と異なり、大学の体育会での活
動は学生が自ら考え、自ら動くものです。受動的な姿勢で
は決して成長できません。どんなに小さいことでも ARI に
所属する中で主体的に行動すること、行動する仲間を助け
ることで共に成長することを大切にしています。その上で、
チーム全員で団結し、同じ方向を向いた仲間として、フット
サルで競合相手に勝利をすることを目指しています。全て
の体育会に当てはまることだと考えていますが、京大生が
スポーツで他の大学に勝つことは容易なことではありませ
ん。個々人の能力が劣る状況で、チームとしてどのような
戦術を用いて相手に勝つかを常に意識して活動をしていき
たいと考えています。

昨季は新型コロナウイルスの影響により、満足に公式戦
をすることが叶いませんでした。フットサル部はまだまだ発
展途上の部活であり、より良い運営とチーム強化のために
できることは多いです。今季こそは長年の目標である関西
リーグ昇格を目指し、一層の研鑽を積んでいきます！

勝利後の喜び

試合前の集合写真

ゴール後の祝福

経済学部　野澤 康太
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内 田  親 良

京都大学フットサル部ARI

はじめまして、2021 年度をもって退職された若林靖永
先生の若靖ゼミのゼミ長を務めました、内田親良と申しま
す。活動内容や年中行事を中心にこれまでの活動について
ご紹介いたします。

若靖ゼミは若林靖永先生の専門であるマーケティングを
学ぶゼミです。ゼミ生は金曜日の授業時間内における活動
だけではなく、自主的に行うプロジェクト活動（企業提携
やビジネスコンテストへの参加）を通してマーケティング
理論を実践的に学習しています。具体的な活動としては、
3 回生が指定した任意の業界・企業を 2 週間に渡って扱
い、環境分析とそれに基づいたマーケティング戦略を立案
しています。私は観光業界を取り扱ったのですが、他のゼ
ミ生はビールや回転寿司、ＱＲコード業界など幅広い業界
をケーススタディとして扱いました。ゼミ生同士の議論を
中心に行い、議論の内容、進行などすべてゼミ生が考え、
全員で議論を創っています。このように若靖ゼミは学生主
体の「自走するゼミ」であるからこそ、挑戦し成長できる
場でもあります。マーケティングに関する専門知識のほか、
資料作成や発表のスキル、議論の進め方など専門分野に
留まらない様々な事を学ぶことができました。ほぼ毎日予

習やミーティングがあり非常に忙しいですが、マーケティン
グの学習という共通の目的をもって全力で仲間と共に取り
組める素敵な環境がありました。

年中行事としては、「春合宿」や「夏合宿」、「若七会
（OBOG 会）」に加え、学期終わりに飲み会もあります。「春
合宿」では新 2 回生が教科書の要約とケーススタディを発
表し、彼、彼女らにマーケティングの考え方について触れ
てもらいます。「夏合宿」では、先述のプロジェクト活動の
進捗報告のほか、ゼミ生自らが考えた課題に対してディベー
トをします。私たちの代は「将棋人口を増加させるには」
という課題を扱いました。このように行事が多いことに加
え、活動頻度も高いため、同期はもちろん上下の学年とも
非常に仲が良かったです。

最後になりますが、若靖ゼミは学生が自分たちで考え、
対話し、行動し、学びを得ていくという大学の精神が体現
された素晴らしい環境と卒業後も助け合える最高の仲間を
与えてくれました。私は大学生活をこのゼミで過ごすこと
ができたことを本当に誇りに思います。若林靖永先生、長
い間お疲れ様でした。先生の新天地でのご活躍をお祈りい
たします。

春合宿

コロナでのゼミ風景 最終ゼミ

13  KYOTO UNIVERSITY

若林ゼミ
Wakabayashi 
seminar
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令
和
３
年
７
月
１
日
（
木
）、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
て
、「
在
学
生
イ
ベ
ン
ト
！
２
０
２
１
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
同
窓
会
の
学
生
特
別
会
員

に
登
録
さ
れ
た
学
生
の
皆
さ
ん
を
ご
招
待
し
、

在
学
中
か
ら
同
窓
会
を
身
近
な
も
の
に
感
じ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
趣
旨
で
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
社
会
で
活
躍
中
の
先
輩
の
講
演
会

や
、
異
な
る
回
生
と
の
交
流
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
対
面
で

講
演
会
と
交
流
会
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
リ

ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、Zoom
を
用
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
（
以
下
、
肩

書
き
は
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
も
の
で
す
）。

【
講
演
会
】

講
演
会
は
、
上
林
山
大
吉
さ
ん
（
４
回
生
）

の
司
会
で
、
経
済
学
部
長
（
同
窓
会
理
事
長
）

の
依
田
高
典
先
生
の
ご
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し

た
。
講
演
会
の
講
師
は
平
成
24
年
に
卒
業
さ

れ
、M

icrosoft Japan

に
お
勤
め
の
高
橋

悠
加
さ
ん
で
す
。「
会
社
任
せ
・
人
任
せ
に
し

な
い
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
は
自
分
で
つ
く
る
」

と
題
し
、
在
学
中
や
就
職
後
の
経
験
に
基
づ

き
、
キ
ャ
リ
ア
を
ど
の
よ
う
に
形
成
し
て
き

た
か
の
か
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
キ
ャ
リ
ア
に
お
け
る
リ
ス
ク
に
対

し
て
ど
う
考
え
る
か
？
」
と
い
う
問
い
か
け

で
講
演
が
始
ま
り
、「
現
実
の
キ
ャ
リ
ア
リ
ス

ク
を
理
解
し
、
人
任
せ
に
し
な
い
戦
略
的
な

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
考
え
る
」こ
と
、そ
し
て「
残

り
の
大
学
生
活
を
一
切
無
駄
に
で
き
な
い
と

い
う
危
機
感
を
伴
う
エ
キ
サ
イ
ト
メ
ン
ト
を

得
る
」
こ
と
を
講
演
の
ゴ
ー
ル
と
し
て
、
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
在
学
中
の
カ
ナ
ダ

へ
の
留
学
時
代
や
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
時
代
の
経

験
を
通
じ
て
、
差
別
化
を
ど
の
よ
う
に
図
っ

て
き
た
の
か
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
後
に
、「
選
び
た
い
時
に
自
分
の
力

で
選
べ
な
い
こ
と
が
最
大
の
リ
ス
ク
」
で
あ

る
と
い
う
高
橋
さ
ん
が
考
え
る
キ
ャ
リ
ア
の

リ
ス
ク
を
示
さ
れ
、
差
別
化
し
、
選
び
取
る

機
会
か
ら
逆
算
し
て
今
を
過
ご
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
講
演

後
に
参
加
者
か
ら
数
多
く
の
質
問
が
あ
り
、

当
初
の
予
定
を
超
過
し
て
講
演
会
が
終
了
し

ま
し
た
。

【
交
流
会
】

交
流
会
は
、
坂
本
航
大
さ
ん
（
３
回
生
）

の
司
会
で
、
同
窓
会
学
内
企
画
委
員
会
委
員

長
の
黒
澤
隆
文
先
生
の
ご
挨
拶
で
始
ま
り
ま

し
た
。
例
年
は
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
た
た
め
、

食
事
を
提
供
す
る
代
わ
り
に
カ
ン
フ
ォ
ー
ラ

の
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。
交
流
会
は
、

Zoom

の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
機
能
を
用
い

て
、
異
な
る
回

生
が
交
流
で
き

る
よ
う
グ
ル
ー

プ
を
形
成
し
ま

し
た
。
ま
ず
、

グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
で
交
流

が
円
滑
に
で
き

る
よ
う
、
ア
イ

ス
ブ
レ
イ
ク
と

し
て
、「
自
己
紹

介
つ
な
ぎ
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前

の
人
の
自
己
紹
介
を
受
け
て
、
自
己
紹
介
を

行
う
方
法
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
よ
り
交
流

が
で
き
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、

恒
例
の「
み
ん
な
で
ク
イ
ズ
」を
行
う
た
め
に
、

グ
ル
ー
プ
で
ク
イ
ズ
の
問
題
を
作
成
し
ま
し

た
。「
み
ん
な
で
ク
イ
ズ
」
と
は
、
グ
ル
ー
プ

で
四
択
問
題
を
出
し
合
い
、
１
～
３
位
の
景

品
を
争
奪
す
る
全
員
参
加
型
の
ク
イ
ズ
大
会

で
す
。
こ
の
ク
イ
ズ
大
会
を
通
じ
て
、
参
加

者
間
で
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
の
景

品
と
し
て
、
ノ
ン
フ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
用
意

し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
橋
さ
ん
に
良
問
賞
を

お
選
び
い
た
だ
き
、
良
問
を
作
成
し
た
グ
ル
ー

プ
に
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
交
流

会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
に
は
、
記
念
品
と
し

て
、
同
窓
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ハ
ー
ド
カ
バ
ー

ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
ま
し
た
。

学
生
企
画
委
員
会
の
上
林
山
大
吉
さ
ん
、
今

井
寛
太
さ
ん
、
坂
本
航
大
さ
ん
、
下
山
颯
大

さ
ん
、
森
田
祐
至
さ
ん
に
、
企
画
か
ら
当
日

の
運
営
ま
で
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
企
画
委
員
会
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
無
事
に
在
学
生
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
依

田
先
生
と
黒
澤
先
生
を
は
じ
め
、
江
上
先
生
、

岡
先
生
、
椙
山
先
生
、
田
中
先
生
に
講
演
会

や
交
流
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
学
生
特
別
会
員

で
ま
だ
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
方
は
、
是

非
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

草
野  

真
樹
（
前
常
務
理
事
）
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ま
た
、
令
和
３
年
度
は
、
本
部
役
員
の

追
加
選
出
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
た
た
め
に
、

令
和
２
年
度
と
異
な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に

て
臨
時
総
会
と
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

（
肩
書
き
は
臨
時
総
会
当
日
の
も
の
で
す
）。

講
演
会
は
、
澤
邉
紀
生
副
研
究
科
長
の
司

会
の
下
、
徳
賀
芳
弘
名
誉
教
授
よ
り
「
国

内
外
の
京
大
同
窓
会
に
参
加
し
て
」
と
題

し
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
徳
賀

先
生
が
２
０
１
５
年
に
京
都
大
学
同
窓
会

の
代
表
幹
事
を
引
き
継
が
れ
、
５
年
半
に

わ
た
っ
て
、
国
内
外
各
地
で
京
大
同
窓
生

が
集
ま
っ
て
交
流
で
き
る
よ
う
同
窓
会
の

空
白
地
域
を
な
く
す
こ
と
を
目
標
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
た
活
動

に
つ
い
て
、
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

徳
賀
先
生
は
、
副
学
長
と
し
て
、
同
窓
会

に
加
え
、
大
学
基
金
も
担
当
な
さ
っ
て
い

た
た
め
、
京
都
大
学
１
２
５
周
年
記
念
事

業
の
資
金
集
め
に
つ
い
て
も
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
徳
賀
先
生
の
ご
講
演
に
対

し
て
、
京
都
大
学
創
立
１
２
５
周
年
の
寄

付
金
の
活
用
方
法
、
そ
し
て
、
国
内
外
で

今
後
新
た
に
展
開
し
た
い
同
窓
会
の
地
域

な
ど
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
皆
様
よ
り
ご

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
会
に
引
き
続
き
、
臨
時
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
臨
時
総
会
の
審
議
に
先
立

ち
、
諸
富
徹
副
研
究
科
長
が
総
会
の
議
長

と
し
て
選
出
さ
れ
、
諸
富
先
生
の
司
会
の

下
、
令
和
３
年
度
同
窓
会
臨
時
総
会
が
進

行
さ
れ
ま
し
た
。
相
亰
重
信
同
窓
会
会
長
、

依
田
高
典
同
窓
会
理
事
長
よ
り
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
後
に
、
草
野
よ
り
書
面
で
開

催
し
た
同
窓
会
総
会
に
お
い
て
、
す
べ
て

の
議
案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
新
役
員
の
追
加

異
動
」
を
議
案
と
し
て
付
議
し
、
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
臨
時
総
会
に
お
い
て
、

東
京
支
部
よ
り
３
名
、
近
畿
支
部
よ
り
１

名
の
計
４
名
の
方
が
本
部
役
員
と
し
て
追

加
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
支
部
の
八
木

長
三
郎
様
、
武
田
健
作
様
、
香
川
隆
裕
様
、

そ
し
て
近
畿
支
部
の
鈴
鹿
可
奈
子
様
で
す
。

ま
た
、
近
畿
支
部
の
出
田
善
蔵
様
が
本
部

役
員
を
ご
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
出
田
様
に

は
、
長
年
に
わ
た
り
同
窓
会
活
動
に
顕
著

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
か
ら
、

感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

出
田
様
の
同
窓
会
へ
の
ご
貢
献
に
深
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
、
書
面
に
て
同
窓
会
総
会
を

開
催
し
、
令
和
４
年
10
月
15
日
（
土
）
に

同
窓
会
臨
時
総
会
・
講
演
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
当
初
、
３
年

ぶ
り
に
対
面
で
同
窓
会
総
会
を
開
催
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
京
都
大
学
の
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
伴
う
活
動
制

限
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
レ
ベ
ル
が
下
が

る
可
能
性
が
低
い
た
め
、
昨
年
度
と
同
様

の
方
法
で
同
窓
会
総
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
ご
理

解
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

草
野
真
樹
（
前
常
務
理
事
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
依

然
と
し
て
収
束
し
な
い
こ
と
か
ら
、
令
和

３
年
度
は
、
９
月
に
書
面
に
よ
り
総
会
を

開
催
し
た
上
で
、
10
月
９
日
（
土
）
に
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
臨
時
総
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
ま
ず
、
令
和
３
年
度
の
総
会
は
、

前
年
度
の
総
会
と
同
様
に
、
同
窓
会
報
に

総
会
資
料
を
記
載
し
、
会
員
の
皆
様
か
ら

議
決
権
行
使
書
を
ご
送
付
い
た
だ
く
方
法

で
開
催
し
ま
し
た
。「
令
和
２
年
度
収
支

決
算
」、「
令
和
３
年
度
役
員
の
異
動
」、
そ

し
て
「
令
和
３
年
度
予
算
案
」
を
議
案
と

し
て
付
議
し
、
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
九
州
北
部
の

鎌
田
迪
貞
様
が
本
部
役
員
を
ご
退
任
さ
れ

ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
同
窓
会
活
動
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
に
、
令
和
２
年

度
は
同
窓
会
活
動
を
自
粛
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
会
員

の
皆
様
か
ら
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

徳賀名誉教授のご講演
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た
同
氏
よ
り
具
に
イ
ン
サ
イ
ド
ス
ト
ー

リ
ー
を
伺
う
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

11
月
６
日
の
第
58
回
経
済
懇
話
会
に
は

京
都
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
部
・
経

済
学
研
究
科
の
若
林
直
樹
教
授
か
ら
「
企

業
グ
ル
ー
プ
経
営
の
課
題
と
組
織
間
の
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
役
割
」
と
題
し
て
コ

ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
が

指
摘
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
日
本
の
企
業
グ

ル
ー
プ
の
シ
ナ
ジ
ー
や
組
織
能
力
の
発
展

に
つ
い
て
非
常
に
示
唆
に
富
む
お
話
を
伺

え
た
。

本
年
１
月
30
日
の
新
春
経
済
懇
話
会
で

は
、
新
年
に
相
応
し
い
未
来
志
向
の
テ
ー

マ
を
と
「
超
ヒ
マ
社
会
を
つ
く
る
」
と
い

う
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
か
つ
洞
察
力
の
あ
る
お

話
を
多
彩
な
活
動
で
著
名
な
当
支
部
理
事

で
も
あ
る
情
報
経
営
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
専

門
職
大
学
学
長
の
中
村
伊
知
哉
氏
に
し
て

い
た
だ
き
非
常
に
刺
激
を
受
け
た
。

ま
た
こ
の
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
か
っ

た
環
境
下
で
の
同
窓
会
活
動
の
運
営
方
針

昨
年
春
か
ら
今
ま
で
を
振
り
返
る
と
残

念
な
が
ら
実
際
に
会
員
が
集
ま
り
相
互
に

親
睦
を
深
め
る
こ
と
能
わ
ず
全
て
オ
ン
ラ

イ
ン
で
同
窓
会
活
動
の
維
持
・
発
展
に
注

力
し
た
一
年
で
あ
っ
た
。

順
に
み
て
い
く
と
、
昨
年
７
月
17
日
に

開
催
さ
れ
た
第
57
回
経
済
懇
話
会
に
は
新

し
く
京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
長

及
び
経
済
学
部
長
に
就
任
さ
れ
た
依
田
高

典
教
授
に
今
後
の
抱
負
と
ご
専
門
の
行
動

経
済
学
の
競
争
政
策
へ
の
活
用
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
経
済
学
：
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の
デ
ジ
タ
ル
技

術
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
」
と
い
う
大
変

時
宜
を
得
た
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

９
月
８
日
に
は
他
学
部
卒
業
生
に
も
開

放
し
た
第
４
回
経
営
研
究
会
を
元
日
本
た

ば
こ
産
業
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｔ
）
代
表
取
締

役
副
社
長
の
新
貝
康
司
氏
を
お
招
き
し
日

本
の
Ｍ
＆
Ａ
史
上
最
も
成
功
し
た
も
の
の

一
つ
だ
と
言
わ
れ
る
「
Ｊ
Ｔ
の
Ｍ
＆
Ａ
」

に
つ
い
て
そ
の
ま
さ
に
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ

な
ど
に
つ
い
て
理
事
会
、
常
任
理
事
会
も

計
６
回
開
催
し
て
真
摯
に
議
論
し
判
断
し

て
き
た
。
足
元
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
規

制
も
緩
和
さ
れ
正
常
化
に
向
け
て
進
ん
で

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
正
直
申

し
上
げ
て
高
齢
者
の
多
い
と
い
う
同
窓
会

の
会
員
属
性
か
ら
、
来
年
の
支
部
総
会
は

是
非
と
も
コ
ロ
ナ
禍
の
前
の
よ
う
に
皆
さ

ん
と
一
堂
に
会
す
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
も
、

今
年
度
は
ま
だ
ま
だ
慎
重
に
取
り
組
ん
で

行
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

中村伊知哉氏

若林直樹教授

TOKYO

東 京 支 部 か ら の 便 り
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近畿支部総会のご案内 /メール化についてのお知らせ！

な
お
、
近
畿
支
部
で
は
各
種
ご
案
内
は
、

郵
送
を
廃
止
し
本
会
報
へ
の
掲
載
お
よ
び

メ
ー
ル
に
よ
り
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
未
登
録
ま
た
は
変
更

の
あ
る
方
は
、
氏
名･

フ
リ
ガ
ナ･

卒
業

年
次
・
勤
務
先
を
記
載
の
う
え
、
お
手
数

で
す
が
左
記
宛
て
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

dosokai@
econ.kyoto-u.ac.jp

ご
案
内
の
メ
ー
ル
は
、
京
都
大
学
全
学

同
窓
会
の
シ
ス
テ
ム
『KU

O
N

』
を
使
用

す
る
た
め　

no-reply

＠kyoto-u.ac.jp

　　

か
ら
配
信
さ
れ
ま
す
。
迷
惑
メ
ー
ル
に
入

ら
な
い
よ
う
に
、
お
手
続
き
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

令
和
２
年
、
３
年
と
近
畿
支
部
総
会
を
始

め
、
支
部
講
演
会
な
ど
各
種
行
事
は
開
催

を
見
合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
は
、

以
下
の
と
お
り
開
催
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
感
染
症
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
だ
ま

だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
開
催
の

可
否
や
形
態
に
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
初

旬
ま
で
に
メ
ー
ル
お
よ
び
、
近
畿
支
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
株
式
会
社･

会

長
兼
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ 

家
次 
恒
様
に
よ
る
支
部

講
演
会
に
つ
き
ま
し
て
も
、
諸
情
勢
が
許

せ
ば
改
め
て
ご
講
演
を
お
願
い
す
る
予
定

で
す
。

KINKI

近 畿 支 部 か ら の 便 り

日時：令和4年12月9日（金）18：00～　　
場所：大阪ガスビル3階ホール
近畿支部ホームページ：https://kyoto-u-econ-reunion-kinki.com/

「京都大学経済学部同窓会近畿支部」で検索して下さい。

支部総会について

◦支部総会についての詳細は 10 月 28 日から11月 9 日の間にメールにてご案内いたします。
　出席を希望される方はそのメールに記載の返信用専用アドレスに、メール送信をお願いいたします。
◦今後、全てのご案内はメールのみとし、郵送は致しませんので、メールアドレスのご登録をお願い

いたします。メールをお使いにならない方は、毎年こちらの総会案内をご確認いただき、出席を希
望される方は、FAX もしくは官製ハガキにてご送付ください。

		  FAX：075-753-3419
		  住所：〒 606-8501 京都市左京区吉田本町 京都大学経済学部内
◦同窓会事務局にメールアドレスを未登録の方、あるいは、上記期間にメールが届かなかった場合は、　
dosokai ＠ econ.kyoto-u.ac.jp　までメール送信をお願いいたします。

お願い



安井大真准教授

西村義明氏
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本
総
会
に
て
西
村
支
部
長
が
退
任
さ
れ
る

こ
と
な
り
、
僭
越
な
が
ら
私
、
室
賀
が
新

支
部
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
の
講
演
会
は
、
京
都
大
学
経
済

学
研
究
科
・
経
済
学
部
の
安
井
大
真
准
教

授
よ
り
、「
少
子
化
と
マ
ク
ロ
経
済
」
の
テ
ー

マ
で
、「
家
計
で
の
子
供
の
数
の
選
択
」、「
少

子
化
の
進
行
要
因
」、「
少
子
化
対
策
に
対

す
る
考
え
方
」
等
を
種
々
の
統
計
デ
ー
タ

を
踏
ま
え
、
マ
ク
ロ
経
済
学
の
視
点
か
ら

説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
興
味
深

い
話
で
、
私
自
身
、
少
子
化
に
対
す
る
考

え
方
の
視
野
と
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

夕
食
会
は
、
新
支
部
長
室
賀
の
挨
拶
、

田
島
新
副
支
部
長
の
乾
杯
の
挨
拶
の
後
、

中
部
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
華

麗
な
弦
楽
四
重
奏
の
も
と
、
着
座
・
黙
食
・

手
酌
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
マ

ス
ク
を
し
な
が
ら
の
懇
親
会
で
は
、
会
員

同
士
の
会
話
を
楽
し
み
つ
つ
、
今
回
残
念

な
が
ら
支
部
長
を
退
任
さ
れ
た
西
村
義
明

○
総
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
！
！

令
和
４
年
７
月
１
日
（
金
）、
令
和
４
年

度
の
名
古
屋
支
部
の
総
会
・
講
演
会
・
夕

食
会
・
懇
親
会
が
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

に
て
、
約
３０
名
の
出
席
の
も
と
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
し
つ
つ
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
は
西
村
支
部
長
の
ご
挨
拶
の
後
、

伊
藤
理
事
よ
り
、
新
支
部
役
員
が
紹
介
さ

れ
た
他
、
前
総
会
以
降
の
支
部
活
動
報
告

と
会
計
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

様
よ
り
京
都
大
学
創
立
１
２
５
周
年
記
念

の
イ
ベ
ン
ト
の
ご
報
告
、
副
支
部
長
を
退

任
さ
れ
た
磯
村
辰
生
様
よ
り
今
後
の
名
古

屋
支
部
の
活
動
に
対
す
る
想
い
を
お
話
頂

き
ま
し
た
。
最
後
に
、
中
部
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
方
に
琵
琶
湖
周
航
の

歌
、
紅
萌
ゆ
る
を
演
奏
頂
き
、
昔
を
懐
か

し
み
つ
つ
黙
聴
し
、
伊
藤
新
副
支
部
長
に

よ
る
中
締
め
の
後
、
再
会
を
誓
い
つ
つ
、

盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

 

○
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！

名
古
屋
支
部
の
会
員
は
、
京
都
大
学
経

済
学
部
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の
う
ち
、
愛

知
県
・
岐
阜
県
・
三
重
県
に
居
住
さ
れ
て

い
る
か
、
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
々
が
会
員

で
す
。
転
勤
等
で
、
上
記
３
県
に
転
入
さ

れ
た
方
で
、
同
窓
会
事
務
局
に
住
所
変
更

等
の
手
続
き
が
未
済
の
方
は
、
ぜ
ひ
「
京

都
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
」
の
Ｈ
Ｐ
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

室
賀 

博
幸  (

昭
和
47
年
卒)室賀博幸氏

NAGOYA

名 古 屋 支 部 か ら の 便 り



卒業50周年記念同窓会開催予告クラス会・ゼミ会開催のお知らせ

昭
和
45
年
卒
業
の
皆
様
へ

昭和45年卒業対象同窓会について
標記の件、同窓生各位への第一報では、令和 2 年 5 月 28 日（木）の午後に、時計台記念館にて、開催する予
定でありました。新型コロナウイルスの関係でそれを延期し、その後も2回に亘り開催を延期してまいりました。
昨年 8 月発行の、本同窓会報では、本年の 4 月～ 6 月の開催を考慮するとお伝えしましたが、開催不可能とな
りました。
現時点では、本年10月27日（木）13:00 ～15:30 の間に、本部構内時計台記念館内の国際ホールでフランス
料理のブュッフェ形式で開催をすることで、鋭意準備を進めております。もちろん、母校の先生方だけでなく、お元
気な恩師の方々にも、ご参加いただき、充実した会食・懇談にしたいと思います。また、我々の年齢のこと考えますと、
この際是非共奥様やご家族の方、あるいはお若いご友人の方などご同伴されますよう お勧めいたします。（同伴者
は参加費 半額）
7月中に、メールアドレス宛ての発信（約70人）、又は封書による郵送便（約110人）のいずれかの案内状が届
きますので、詳細はそちらをご覧下さい。
新型コロナウイルス感染の状況次第では、開催要領の急変、あるいは中止することもあります。その際、ご出席
予定の方には、個別にご連絡いたします。

昭
和
46
年
卒
業
の
皆
様
へ

昭
和
47
年
卒
業
の
皆
様
へ

正正会開催のご報告

昭
和
35
年
卒
業

E3クラス会のご報告
開催日時：2022年6月10日(金)12：00～15：00
場所：京都大学百周年時計台記念館 会議室
出席者：15名（幹事：玉井、坪井、吉井）
その他：卒業60周年に当たる2020年に開催を予定し
ていたが、コロナ禍により2年延期しておこなったも
の。

昭
和
35
年
卒
業

E1クラス会のご報告
開催日時：２０２２年7月11日（月）１２：３０～１５：３０
場所：東華采館
出席者：13名（16名の予定がコロナ、体調不良などで
直前に3名減）（幹事：合田）
その他：2007年（宇治・白雲荘）2015年（学年全体で
50周年）2017年（東京・京都瓢喜）今回は2年遅れの
60周年、今後は毎年。

コロナ禍により２年延期を余儀なくされ
た第７回総会には７月９日(土)楽友会館
に21名が参加。発会以来会長を務めら
れた長砂實氏ご逝去を受け溝端佐登史
氏を新会長に選出。田中宏立命館大学
上席研究員名誉教授の講演「中東欧か
らみたロシアのウクライナ侵攻：EUの
不作為の“道義的責任”」。2014・15ミ
ンスク合意で示された“ルガンスク・ド
ネツク２州への高度な自治付与”つまり

“少数民族の自立支援”をEUが後押しし実現していれば、ロシアに侵攻の口実を与えなかったのではないか。ロ
シア・ウクライナ２国の民主主義の育成、立憲主義の順守、人的資本の育成、産業政策を結合したネイション・ビ
ルディング（国外同胞や移動をも含めた国民意識の形成）の姿を示すことが求められる。　恒例の立食での懇
親会は避け、各自がスピーチ。木原先生が高知女子大学学長時代に行政資料の収集・保管を提案されたが、
2020年高知県公文書館開設という形で実現された。等、話が弾んだ。閉会後に三々五々飲食を楽しむことが
できた。次回は2024年7月13日（土）。　

深田弘明（昭和53年卒）E-mail:fukadas@paw.hi-ho.ne.jp

木
原
ゼ
ミ
同
窓
会

ゼミ会を発足される方への支援制度
用 途 ：
金 額 ：
お約束：

ゼミ会発足にかかるゼミ生への通信費等
ゼミ会1 回につき実費あるいは3万円のいずれか少ない額、最大3回まで支給。
ゼミ会開催の様子を「同窓会報」に必ずご寄稿ください。

昨年は、京都大学経済学部を卒業して 50 年の節年でした。しかしコロナのため伝統となっている全国同期会を
実施 できませんでした。検温や手指の消毒、必要なマスク、ディスタンスなどを徹底して、延期した卒業 ５０年の
全国同期会を、今年 10 月 20 日 13 時から17 時まで、京都大学国際交流ホールで開催予定です。 その内、二次
会は同じ国際交流ホールでクラス会として行ないます。 卒業後、色んな分野に進まれたと思いますが、50 年前に立
ち戻って、旧交を温め学生時代を振り返るのも、楽しいので はないかと存じます。 　
ドレスコードはカジュアルとします。 参加の方は、検温や手指の消毒、必要なマスク、ディスタンスなどの徹底を
お願い 致します。出し物として、「歴史こぼれ話」を予定しています。又、卒業アルバムをスクリーンに映し出しま
すので、50年前を振り返ってご覧ください。
ただ、コロナの情勢が未だはっきりしなくて、延期になる可能性もありますので、宿の手配はキャンセル可能な予
約をお願い致します。 又、ご家族同伴でのご参加も歓迎します。 正式なご案内は 6 月にメール・葉書でご連絡して
おります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事一同

昭和 47 年卒業の皆様。 本年は私達が卒業して 50 年目に当たりますので、 恒例の「卒業 50 周年同窓会」を開催
すべく準備を進めているところです。 私達の学生時代は学園紛争の影響で通常の授業が行われず、 残念ながら同期
生としての親交を深めることが難しい状況にありました。 そのため、 顔を出しても特に会いたい人もない、 知ってる人
もいないと足踏みをされる方も多いのではと思いますが、 会って話せば共通の事柄に関わっていたり、 共通の友人、 
知人と接していたことに気づくこともあるかと思います。 またそれがなくても 50 年の思い出を語り合うことは自らの
来し方を確かめ合うことにもなるのではないかと思います。
開催要領は下記の通りで、 すでに案内状は発送済みであります。 まだ返事を出して頂けていない方は同封いたしま

した葉書にてご回示をお願いいたします。 昭和 45 年、46 年卒業の皆さんもコロナ禍の影響で本年実施予定されて
いるように、 私達の同窓会も今後のコロナ次第にならざるを得ません。 出席のご返事を頂きました方々には、 秋にな
りまして実施の最終判断の上、 再度ご連絡を差し上げることにいたしております。

1.　対象者
・昭和47 年卒業の方
・昭和48 年卒業の方のうち昭和 43 年入学の方
 （同級生として馴染んだ仲でありますのでご一緒頂きたいと思います）

2.　実施日時・場所
(1) 実施日：令和４年11月15日（火）
(2) 時間・場所： 一次会   13 時より京都大学百周年時計台記念館・国際交流ホール
(2) 時間・場所： 二次会    夕刻より。詳細はご出席状況により今後決定
(3) 参加費：一次会     一万円
(3) 参加費：二次会     別途

　案内状が届いていない等、お問い合わせは　小塚（携帯 090ｰ8935ｰ0746）までお願いします。 
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卒業50周年記念同窓会開催予告クラス会・ゼミ会開催のお知らせ

昭
和
45
年
卒
業
の
皆
様
へ

昭和45年卒業対象同窓会について
標記の件、同窓生各位への第一報では、令和 2 年 5 月 28 日（木）の午後に、時計台記念館にて、開催する予
定でありました。新型コロナウイルスの関係でそれを延期し、その後も2回に亘り開催を延期してまいりました。
昨年 8 月発行の、本同窓会報では、本年の 4 月～ 6 月の開催を考慮するとお伝えしましたが、開催不可能とな
りました。
現時点では、本年10月27日（木）13:00 ～15:30 の間に、本部構内時計台記念館内の国際ホールでフランス
料理のブュッフェ形式で開催をすることで、鋭意準備を進めております。もちろん、母校の先生方だけでなく、お元
気な恩師の方々にも、ご参加いただき、充実した会食・懇談にしたいと思います。また、我々の年齢のこと考えますと、
この際是非共奥様やご家族の方、あるいはお若いご友人の方などご同伴されますよう お勧めいたします。（同伴者
は参加費 半額）
7月中に、メールアドレス宛ての発信（約70人）、又は封書による郵送便（約110人）のいずれかの案内状が届
きますので、詳細はそちらをご覧下さい。
新型コロナウイルス感染の状況次第では、開催要領の急変、あるいは中止することもあります。その際、ご出席
予定の方には、個別にご連絡いたします。
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正正会開催のご報告

昭
和
35
年
卒
業

E3クラス会のご報告
開催日時：2022年6月10日(金)12：00～15：00
場所：京都大学百周年時計台記念館 会議室
出席者：15名（幹事：玉井、坪井、吉井）
その他：卒業60周年に当たる2020年に開催を予定し
ていたが、コロナ禍により2年延期しておこなったも
の。

昭
和
35
年
卒
業

E1クラス会のご報告
開催日時：２０２２年7月11日（月）１２：３０～１５：３０
場所：東華采館
出席者：13名（16名の予定がコロナ、体調不良などで
直前に3名減）（幹事：合田）
その他：2007年（宇治・白雲荘）2015年（学年全体で
50周年）2017年（東京・京都瓢喜）今回は2年遅れの
60周年、今後は毎年。

コロナ禍により２年延期を余儀なくされ
た第７回総会には７月９日(土)楽友会館
に21名が参加。発会以来会長を務めら
れた長砂實氏ご逝去を受け溝端佐登史
氏を新会長に選出。田中宏立命館大学
上席研究員名誉教授の講演「中東欧か
らみたロシアのウクライナ侵攻：EUの
不作為の“道義的責任”」。2014・15ミ
ンスク合意で示された“ルガンスク・ド
ネツク２州への高度な自治付与”つまり

“少数民族の自立支援”をEUが後押しし実現していれば、ロシアに侵攻の口実を与えなかったのではないか。ロ
シア・ウクライナ２国の民主主義の育成、立憲主義の順守、人的資本の育成、産業政策を結合したネイション・ビ
ルディング（国外同胞や移動をも含めた国民意識の形成）の姿を示すことが求められる。　恒例の立食での懇
親会は避け、各自がスピーチ。木原先生が高知女子大学学長時代に行政資料の収集・保管を提案されたが、
2020年高知県公文書館開設という形で実現された。等、話が弾んだ。閉会後に三々五々飲食を楽しむことが
できた。次回は2024年7月13日（土）。　

深田弘明（昭和53年卒）E-mail:fukadas@paw.hi-ho.ne.jp

木
原
ゼ
ミ
同
窓
会

ゼミ会を発足される方への支援制度
用 途 ：
金 額 ：
お約束：

ゼミ会発足にかかるゼミ生への通信費等
ゼミ会1 回につき実費あるいは3万円のいずれか少ない額、最大3回まで支給。
ゼミ会開催の様子を「同窓会報」に必ずご寄稿ください。

昨年は、京都大学経済学部を卒業して 50 年の節年でした。しかしコロナのため伝統となっている全国同期会を
実施 できませんでした。検温や手指の消毒、必要なマスク、ディスタンスなどを徹底して、延期した卒業 ５０年の
全国同期会を、今年 10 月 20 日 13 時から17 時まで、京都大学国際交流ホールで開催予定です。 その内、二次
会は同じ国際交流ホールでクラス会として行ないます。 卒業後、色んな分野に進まれたと思いますが、50 年前に立
ち戻って、旧交を温め学生時代を振り返るのも、楽しいので はないかと存じます。 　
ドレスコードはカジュアルとします。 参加の方は、検温や手指の消毒、必要なマスク、ディスタンスなどの徹底を
お願い 致します。出し物として、「歴史こぼれ話」を予定しています。又、卒業アルバムをスクリーンに映し出しま
すので、50年前を振り返ってご覧ください。
ただ、コロナの情勢が未だはっきりしなくて、延期になる可能性もありますので、宿の手配はキャンセル可能な予
約をお願い致します。 又、ご家族同伴でのご参加も歓迎します。 正式なご案内は 6 月にメール・葉書でご連絡して
おります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事一同

昭和 47 年卒業の皆様。 本年は私達が卒業して 50 年目に当たりますので、 恒例の「卒業 50 周年同窓会」を開催
すべく準備を進めているところです。 私達の学生時代は学園紛争の影響で通常の授業が行われず、 残念ながら同期
生としての親交を深めることが難しい状況にありました。 そのため、 顔を出しても特に会いたい人もない、 知ってる人
もいないと足踏みをされる方も多いのではと思いますが、 会って話せば共通の事柄に関わっていたり、 共通の友人、 
知人と接していたことに気づくこともあるかと思います。 またそれがなくても 50 年の思い出を語り合うことは自らの
来し方を確かめ合うことにもなるのではないかと思います。
開催要領は下記の通りで、 すでに案内状は発送済みであります。 まだ返事を出して頂けていない方は同封いたしま

した葉書にてご回示をお願いいたします。 昭和 45 年、46 年卒業の皆さんもコロナ禍の影響で本年実施予定されて
いるように、 私達の同窓会も今後のコロナ次第にならざるを得ません。 出席のご返事を頂きました方々には、 秋にな
りまして実施の最終判断の上、 再度ご連絡を差し上げることにいたしております。

1.　対象者
・昭和47 年卒業の方
・昭和48 年卒業の方のうち昭和 43 年入学の方
 （同級生として馴染んだ仲でありますのでご一緒頂きたいと思います）

2.　実施日時・場所
(1) 実施日：令和４年11月15日（火）
(2) 時間・場所： 一次会   13 時より京都大学百周年時計台記念館・国際交流ホール
(2) 時間・場所： 二次会    夕刻より。詳細はご出席状況により今後決定
(3) 参加費：一次会     一万円
(3) 参加費：二次会     別途

　案内状が届いていない等、お問い合わせは　小塚（携帯 090ｰ8935ｰ0746）までお願いします。 
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同窓会員の皆さま、日頃は同窓会活動につきまして、ご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
新型コロナウイルスが収束しないため、支部総会を含む様々な同窓会イベントが通常どおり
開催できておりません。1日でも早く元の状態に戻れることを願いつつ、これからの同窓会活
動の方向性もしっかりと考えていく所存です。今後も全力を尽くしてまいりますので、お力添え
いただければ幸いです。

さて、今回もよくあるご質問をQ&Aにいたしましたのでご覧ください。（特に多い質問は昨年と重複しています）

Ｑ：冊子の会報は、かなりお金がかかっているのではないですか？
Ａ：現在の会報はおよそ 1冊 120 円程です。同時に広告主様より広告料 ( 協力金 ) をいただいております。広告料で
会報発行費のかなりの部分を賄えますので、とても助かっています。冊子形式に変更してから、以前の新聞形式よ
りも会報が読みやすくなったと、たくさんの方から大変嬉しいお声をいただいております。

Ｑ：支部総会などのイベント開催（中止）情報を知るにはどうすれば良いですか？
A：各種情報は、ホームページで随時お伝えしています。コロナ禍で支部総会も開催が困難となっていますが、イベント
情報以外の重要な情報も掲載していますので、今後も「京都大学経済学部同窓会」のホームページをぜひご活用く
ださい。

Ｑ：同窓会事務員の名前とメールアドレスが載っているメールが届きましたが、この添付ファイルは開けても大丈夫
ですか？このようなメールが届くのは個人情報が流出しているのですか？

Ａ：まずはP27をご覧ください。 これらのメールは現在ものすごく流行しています。通常のメールには必ず「●●様」と
卒業生のお名前を記載し「いつもお世話になっております。」という文章から始めますので、いきなり「添付ファイル
を開いてください」といったメールをお送りすることはございません。怪しげなメールが届きましたら、添付ファイル
を絶対に開封しないでください。万一、開封してしまった場合は、ホームページの【参考情報サイト】をご確認くださ
い。また名簿管理システムは、限られた者しかアクセスできず、外部からのアクセスは一切できない仕組みとなって
おります。したがって個人情報が流出しているということではございません。

Ｑ：【京都大学経済学部同窓会有志】と書かれた選挙推薦ハガキが届きましたが、経済学部同窓会と関係あります
か？このようなハガキが届くのは個人情報が流出しているからではないですか？

Ａ：こちらも多くの方から質問が寄せられました。石田たかし氏と経済学部同窓会とは全くの無関係です。ハガキが届
いた方々には選挙事務所からお詫び状が差し出されました。名簿の貸与、販売、転売は一切禁止されています。詳
しくは P27をご覧ください。

Ｑ：【no-reply@kyoto-u.ac.jp】からメールが来ました。経済学部同窓会からのメールで間違いないですか？なぜ
メールアドレスが違うのですか？

Ａ：そちらのメールアドレスは一斉送信する場合に全学同窓会の【KUON】というシステムを使用し、そこからメールを
お届けしています。主に支部総会の案内や緊急なお知らせの際に使用します。なお、こちらから送るメールには必
ず同窓会の連絡先や所在地なども記載しておりますので、怪しいメールやハガキが届きましたらすぐに事務局まで
お問い合わせください。 

Ｑ：京都大学経済学部同窓会の事務室はどちらにありますか？ 
Ａ：まずは左ページの地図をご覧ください。写真の建物「法経済学部東館」の307号室です。コモンルームが隣りにあ
りますので、コモンルームをご利用の際も同窓会室よりお入りください。

Ｑ：同窓会の年会費が支払えないので退会できますか？ 
Ａ：経済学部同窓会の年会費は強制ではございません。卒業と同時に「経済学部同窓会の会
員」となる旨、規約で定められていますので「退会」という規定はありませんが、同窓会か
らの郵便物を届かないようにすることは可能です。総会などのご案内はできなくなりま
すが、不要であれば事務局までご相談ください。

Ｑ：以前、「京都大学同窓会」へ住所などの変更を伝えたのですが、「京都大学経済学部同窓
会」の情報が変更されていないのはなぜですか？連携していないのですか？ 

Ａ：「京都大学同窓会」は大学全体の同窓会で全学部を対象としています。「京都大学経済学
部同窓会」とは組織が全く異なります。もちろん事務員も異なりますので、登録情報に変
更がございましたら大変お手数ですが「経済学部同窓会」へも必ずお知らせください。

同窓会
事務局通信

Vol.7

　　

京都大学創立125周年記念第１７回京都大学ホームカミングデイ

                      
  

【お問い合わせ先】　
京都大学同窓会事務局（全学同窓会）
TEL：075-753-2029，5563
e-mail ： alumni@www.adm.kyoto-u.ac.jp
http://hp.alumni.kyoto-u.ac.jp/

【リアル開催日】　　　　2022年11月5日（土）
【オンライン開催期間】　2022年11月5日（土）ー11月30日（水）

京都大学経済学部同窓会事務局　田村利恵 田村・滝川
同窓会事務局

平日（月~金）10時～16時
（12時～13時を除く）

ご利用いただける時間

法経済学部東館  3 階
075-753-3419
075-753-3508
dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp

TEL&FAX:
T E L②:
E-mail :

コモンルームのご案内

会議スペース（要予約） コモンルーム全景（予約不要）

ご利用ください！
是非、

百万遍百万遍

正門

時計台

今出川通り今出川通り

り
通
路
大
東

京大正門前

京大農学部前

百万遍

京大正門前

銀閣寺

出町柳

東一条通り東一条通り

主要鉄道駅 乗車バス停 市バス 市バス経路等 下車バス停

京都駅
（JR／近鉄）

京都駅前
206 「東山通　北大路バスターミナル」行 「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」

17 「河原町通　銀閣寺・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」、薬は「荒神口」

河原町駅
（阪急）

四条河原町①
201 「祇園　百万遍」行

「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」
31 「東山通　高野・岩倉」行

四条河原町②
3 「百万遍　北白川仕伏町」行 「百万遍」、薬は「荒神口」

17 「河原町通　銀閣寺道・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」、薬は「荒神口」

今出川駅
（地下鉄烏丸線）

烏丸今出川
201 「百万遍　祇園」行 「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」

203 「今出川通　銀閣寺道・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」

東山駅
（地下鉄東西線）

東山三条

206 「高野　北大路バスターミナル」行

「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」201 「百万遍・千本今出川」行

31 「東山通　高野・岩倉」行

出町柳駅（京阪） 文・教・法・経済・工は、当駅下車東へ徒歩10分、総合人間・理・農は徒歩15分

神宮丸太町駅（京阪） 医（医学科）・薬は、当駅下車北東へ徒歩10分、医（人間健康科学科）は、当駅下車東へ徒歩5分

吉田キャンパスへのアクセス

法経済学部東館

東一条通

京大農学部前
百万遍

通
端
川

川
鴨

近衛通

旧白
川通

近衛通

熊野神社前丸太町通

春日通

通
路
大
東

今出川通

N

京阪
出町柳駅
（2番出口）

京阪
神宮丸太町駅
（5番出口）

本部構内
（西部構内）

北部構内

吉田南
構内医学部

構内

薬学部
構内

病院西
構内

京大正門前

ここです
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同窓会員の皆さま、日頃は同窓会活動につきまして、ご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
新型コロナウイルスが収束しないため、支部総会を含む様々な同窓会イベントが通常どおり
開催できておりません。1日でも早く元の状態に戻れることを願いつつ、これからの同窓会活
動の方向性もしっかりと考えていく所存です。今後も全力を尽くしてまいりますので、お力添え
いただければ幸いです。

さて、今回もよくあるご質問をQ&Aにいたしましたのでご覧ください。（特に多い質問は昨年と重複しています）

Ｑ：冊子の会報は、かなりお金がかかっているのではないですか？
Ａ：現在の会報はおよそ 1冊 120 円程です。同時に広告主様より広告料 ( 協力金 ) をいただいております。広告料で
会報発行費のかなりの部分を賄えますので、とても助かっています。冊子形式に変更してから、以前の新聞形式よ
りも会報が読みやすくなったと、たくさんの方から大変嬉しいお声をいただいております。

Ｑ：支部総会などのイベント開催（中止）情報を知るにはどうすれば良いですか？
A：各種情報は、ホームページで随時お伝えしています。コロナ禍で支部総会も開催が困難となっていますが、イベント
情報以外の重要な情報も掲載していますので、今後も「京都大学経済学部同窓会」のホームページをぜひご活用く
ださい。

Ｑ：同窓会事務員の名前とメールアドレスが載っているメールが届きましたが、この添付ファイルは開けても大丈夫
ですか？このようなメールが届くのは個人情報が流出しているのですか？

Ａ：まずはP27をご覧ください。 これらのメールは現在ものすごく流行しています。通常のメールには必ず「●●様」と
卒業生のお名前を記載し「いつもお世話になっております。」という文章から始めますので、いきなり「添付ファイル
を開いてください」といったメールをお送りすることはございません。怪しげなメールが届きましたら、添付ファイル
を絶対に開封しないでください。万一、開封してしまった場合は、ホームページの【参考情報サイト】をご確認くださ
い。また名簿管理システムは、限られた者しかアクセスできず、外部からのアクセスは一切できない仕組みとなって
おります。したがって個人情報が流出しているということではございません。

Ｑ：【京都大学経済学部同窓会有志】と書かれた選挙推薦ハガキが届きましたが、経済学部同窓会と関係あります
か？このようなハガキが届くのは個人情報が流出しているからではないですか？

Ａ：こちらも多くの方から質問が寄せられました。石田たかし氏と経済学部同窓会とは全くの無関係です。ハガキが届
いた方々には選挙事務所からお詫び状が差し出されました。名簿の貸与、販売、転売は一切禁止されています。詳
しくは P27をご覧ください。

Ｑ：【no-reply@kyoto-u.ac.jp】からメールが来ました。経済学部同窓会からのメールで間違いないですか？なぜ
メールアドレスが違うのですか？

Ａ：そちらのメールアドレスは一斉送信する場合に全学同窓会の【KUON】というシステムを使用し、そこからメールを
お届けしています。主に支部総会の案内や緊急なお知らせの際に使用します。なお、こちらから送るメールには必
ず同窓会の連絡先や所在地なども記載しておりますので、怪しいメールやハガキが届きましたらすぐに事務局まで
お問い合わせください。 

Ｑ：京都大学経済学部同窓会の事務室はどちらにありますか？ 
Ａ：まずは左ページの地図をご覧ください。写真の建物「法経済学部東館」の307号室です。コモンルームが隣りにあ
りますので、コモンルームをご利用の際も同窓会室よりお入りください。

Ｑ：同窓会の年会費が支払えないので退会できますか？ 
Ａ：経済学部同窓会の年会費は強制ではございません。卒業と同時に「経済学部同窓会の会
員」となる旨、規約で定められていますので「退会」という規定はありませんが、同窓会か
らの郵便物を届かないようにすることは可能です。総会などのご案内はできなくなりま
すが、不要であれば事務局までご相談ください。

Ｑ：以前、「京都大学同窓会」へ住所などの変更を伝えたのですが、「京都大学経済学部同窓
会」の情報が変更されていないのはなぜですか？連携していないのですか？ 

Ａ：「京都大学同窓会」は大学全体の同窓会で全学部を対象としています。「京都大学経済学
部同窓会」とは組織が全く異なります。もちろん事務員も異なりますので、登録情報に変
更がございましたら大変お手数ですが「経済学部同窓会」へも必ずお知らせください。

同窓会
事務局通信
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【お問い合わせ先】　
京都大学同窓会事務局（全学同窓会）
TEL：075-753-2029，5563
e-mail ： alumni@www.adm.kyoto-u.ac.jp
http://hp.alumni.kyoto-u.ac.jp/

【リアル開催日】　　　　2022年11月5日（土）
【オンライン開催期間】　2022年11月5日（土）ー11月30日（水）

京都大学経済学部同窓会事務局　田村利恵 田村・滝川
同窓会事務局

平日（月~金）10時～16時
（12時～13時を除く）

ご利用いただける時間

法経済学部東館  3 階
075-753-3419
075-753-3508
dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp

TEL&FAX:
T E L②:
E-mail :

コモンルームのご案内

会議スペース（要予約） コモンルーム全景（予約不要）

ご利用ください！
是非、

百万遍百万遍

正門

時計台

今出川通り今出川通り

り
通
路
大
東

京大正門前

京大農学部前

百万遍

京大正門前

銀閣寺

出町柳

東一条通り東一条通り

主要鉄道駅 乗車バス停 市バス 市バス経路等 下車バス停

京都駅
（JR／近鉄）

京都駅前
206 「東山通　北大路バスターミナル」行 「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」

17 「河原町通　銀閣寺・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」、薬は「荒神口」

河原町駅
（阪急）

四条河原町①
201 「祇園　百万遍」行

「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」
31 「東山通　高野・岩倉」行

四条河原町②
3 「百万遍　北白川仕伏町」行 「百万遍」、薬は「荒神口」

17 「河原町通　銀閣寺道・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」、薬は「荒神口」

今出川駅
（地下鉄烏丸線）

烏丸今出川
201 「百万遍　祇園」行 「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」

203 「今出川通　銀閣寺道・錦林車庫」行 「百万遍」、理・農は「京大農学部前」

東山駅
（地下鉄東西線）

東山三条

206 「高野　北大路バスターミナル」行

「京大正門前」又は「百万遍」、医（医学科）・薬は「近衛通」、医（人間健康科学科）は「熊野神社前」201 「百万遍・千本今出川」行

31 「東山通　高野・岩倉」行

出町柳駅（京阪） 文・教・法・経済・工は、当駅下車東へ徒歩10分、総合人間・理・農は徒歩15分

神宮丸太町駅（京阪） 医（医学科）・薬は、当駅下車北東へ徒歩10分、医（人間健康科学科）は、当駅下車東へ徒歩5分

吉田キャンパスへのアクセス

法経済学部東館

東一条通

京大農学部前
百万遍

通
端
川

川
鴨

近衛通

旧白
川通

近衛通

熊野神社前丸太町通

春日通

通
路
大
東

今出川通

N

京阪
出町柳駅
（2番出口）

京阪
神宮丸太町駅
（5番出口）

本部構内
（西部構内）

北部構内

吉田南
構内医学部

構内

薬学部
構内

病院西
構内

京大正門前

ここです
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ホームページのご紹介

図１

! "
#

図２
経済学部同窓会ではホームページにより本部及び各支部の活動をご案内ご報告しております。
各種イベントの詳細につきましては、ホームページをご覧ください。
今年度も会報に住所不明の方の氏名を掲載しておリますが、ホームページ内にも掲載しております。

①白枠のバナーをクリックすると、住所不明者一覧のリンクがありますので、下のパスワードをご入力の上、
Excel ファイルの中身をご確認ください。

②図 2の「住所不明者連絡票」にご記入の上、メール添付、FAX、郵送にて同窓会事務局までお知らせください。
　住所判明者が複数人いらっしゃる場合は事務局までご相談ください。

③住所・勤務先など、ご自身の情報が変更になられた場合は黄枠をクリックして図 1の「個人情報変更届」にご記
入の上、正確を期すために、メール添付、FAX、郵送にて同窓会事務局までお知らせください。
　赤色の『京都大学大学院経済学研究科・経済学部 概要』の枠をクリックすると、経済学部概要の最新版がご覧
いただけます。

住所不明者一覧パスワード・・・
なお、会報を処分される際は、このページをシュレッダー等で破棄してください。

図１

図 2
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VISA カード

VISA ゴールドカード

京都大学経済学部同窓会
VISAカード入会のご案内

京都大学経済学部同窓会は、三井住友カード株式会社と提携し、京都大学経済学部卒業生のみが加入できる「VISA
カード」を発行しております。デザインは経済学部 70周年記念に使用した写真（飯野春樹氏撮影）を図案化したもので、
同窓会は、このカードの発行により、カード利用額の一部を提携手数料として受け取ることができ、財政基盤確立の
一助となっています。
会員の皆様におかれましても同窓会の年会費をこのカードにより自動振替（※1）とすることができ、大変便利かと存

じます。カードの年会費が無料になる場合もございます。詳しくは 0120 816 437までお問い合わせください。
どうか本カードの趣旨をご理解のうえ、お申込み頂ければ幸いです。

京都大学経済学部同窓会　理事長　依田高典

総合博物館（京都大学）
観覧料無料

白浜水族館（京都大学）
入館料無料

ワタベウェディング（株）
国内、海外挙式パッケージより5％割引（旅行会社などの取引先販売店による挙式申込は対象外）
貸衣裳（単品）20％割引（衣裳込みパッケージ、衣裳予約システムおよび現地レンタル衣裳は対象外）
販売衣裳（単品）10％割引（衣裳込みパッケージは対象外）

対象者 カード会員本人と家族（2親等以内）

山ばな　平八茶屋
7,000円の昼懐石以上の懐石料理注文者に食前酒１杯無料サービス

対象者 ５名まで適用

リーガロイヤルホテル京都
レギュラーフロア ラグジュアリーツインの客室利用料金を優待料金にて提供
直営レストラン５店舗での利用料金５％割引
レストラン利用時に、誕生日の者に食前酒１杯（上限４名まで）と記念写真を無料提供

加越 （造り酒屋）
同窓会報第25号の広告ページに記載の料金よりさらに値引き（値引額は確認要です）

者
象
対

  …

合
場
る
な
に
用
適
も
で
外
以
人
本

典
特
会
入

ご入会方法

QRコードからのお申し込み

VISAカードの申込方法がオンラインのみとなりました。
ご入会は以下のいずれか一つを選択し、お申し込みください。

ホームページのVISAカード入会のバナーをクリック。
ログイン画面が出てくるので、ユーザー名とパスワードを入力してクリック。

こちらからアクセスしていただきお申し込みください→

ホームページのバナーからのお申し込み

URLからのお申し込み

こちらのURLからアクセスしていただきお申し込みください。
https://www.smbc-card.com/nyukai/affiliate/dokoclub/index.jsp

ユーザー名
パスワード

(※1）自動振替を希望された方のみ
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御 礼

お願い

同窓会年会費 納入のお礼とお願い

昨年度（令和3年4月～令和4年3月）の年会費を納入していただきました皆さま方には、い
つも同窓会の運営につきまして、ご理解ご協力賜わり、心より御礼申し上げます。

令和4年度（令和4年4月～令和5年3月）の同窓会年会費5,000円を同封の払込用紙をご
覧の上、何卒ご協力賜わりますよう、お願い申し上げます。

同窓会へのご寄付について

ゼミ会・クラス会等で余ってしまったお金を経済学部同窓会へご寄付いただきますと大変有難く存じます。もちろん、
使用目的・用途を明確にし、ご寄付いただきました方々のゼミ名・卒年・クラス名等を記載して、皆さまに会報やホームペ
ージ等でお伝えしたいと思っております。
皆さまのご理解とご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。
※会報への掲載の可否については必ずお伺いしておりますのでご安心ください。

コンピュータウイルス
「Emotet」 に関する注意喚起

同窓会名簿の流用について

日本中でマルウェアEmotet（エモテット）感染拡大が確認されており、本学宛にもパスワード付きZIPファイル
が添付された不審メールが多数届いています。

この度、参院選候補者石田たかし氏を推薦するハガキが「京都大学経済学部同窓会有志」名で本会会員の
皆様に送付されました。2015年度（平成27年度）の同窓会名簿が流用されたことが判明しました。
本部が得た会員の皆様の個人情報は厳重に管理し、同窓会活動の目的以外には使用しないというプライバ

シーポリシーに沿って運用しております。京都大学経済学部同窓会は、石田たかし事務所への名簿提供に一切
関与しておりません。詳しい対応については同窓会のHPに記載しております。お手数ですがご確認くださいます
ようお願い申し上げます。

「名簿リスト」の提供サービス
平成29年度の同窓会理事会・総会において、個人情報保護の観点から「卒業生名簿」の発行を当面見合わせる旨

の決定がなされ、平成30年発行の同窓会報21号で皆様にご報告いたしました。経緯および決定に至った詳細につき
ましては会報21号の27ページをご参照ください。
その折にもお知らせしましたが、「卒業生名簿」配布に代わるサービスとして、同窓会事務局で管理している「名簿リ

スト」（ゼミ単位、卒業年単位）を送付いたします。ただし、このサービスは年会費を納入いただいている方のみとさせて
いただきます。
ご利用目的をご連絡いただき、ご本人確認ができましたら、郵送にて送付いたします。
同窓会事務局では皆様のご協力のもと、常に名簿データをアップデートしておりますので、５年ごとに発行しておりま

した「卒業生名簿」と比べ、より新しく正確なリストを提供することができます。
つきましては、このサービスによる「名簿リスト」に住所・電話番号等の、個人情報の掲載を希望されない方は、
同窓会事務局までメールにて「非公開希望」と明記の上、ご連絡いただきますようお願いいたします。

ご寄付・名簿リスト・会報記事についての
お問い合わせは同窓会事務局へご連絡ください。

TEL①/FAX：075-753-3419
TEL②：075-753-3508  
Email dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp
平日 　10：00～16：00（土日祝／休）

メールに添付される添付ファイルはマルウェアです絶対に開封しないでください

★参考情報サイトを「京都大学経済学部同窓会ホームページ」に掲載しております。
　そちらのURLよりご確認ください。

卒業生に届いたハガキ 石田たかし事務所からのお詫び状

卒業生名簿は、同窓生の親睦を深めることを目的としています。
個人情報保護の観点より、営利目的に使用することや、卒業生
以外に貸与・転売することは一切禁止します。

添付ファイルを
クリックしてしまったら

Emotetの可能性のあるファイルをクリックしてしまった
時、すぐに対応することが重要ですので、速やかに以下を
実施してください。
・ネットワークから切り離す。有線LANで接続している場合は
LANケーブルを抜く。無線LANで接続している場合は無線
LANを無効にする。

以下の作業は、ネットワークに接続せずに実施してください。
・ウイルス対策ソフトで完全スキャンを実施する。（詳しくは経
済学部同窓会ホームページに記載の参考情報サイトをご確
認の上その指示に従ってください）

未然に防ぐために

・差出人メールアドレスが、普段やり取りしているメールアドレ
スであることを確認する（なりすましの可能性）。

・添付ファイルは、原則として開かない（zipファイルによる攻
撃が非常に多い）。

・差出人が見知ったメールアドレスであっても、メールの件名
や本文に少しでも不審な点を感じたら、添付ファイルは絶対
に開かない（差出人が感染している可能性）。

・攻撃手法は日々 進化するため、Windows Defenderを含
む従来のウイルス対策ソフトでは、Emotetの感染を防止で
きない可能性が高いので、安心しすぎない。
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御 礼

お願い

同窓会年会費 納入のお礼とお願い

昨年度（令和3年4月～令和4年3月）の年会費を納入していただきました皆さま方には、い
つも同窓会の運営につきまして、ご理解ご協力賜わり、心より御礼申し上げます。

令和4年度（令和4年4月～令和5年3月）の同窓会年会費5,000円を同封の払込用紙をご
覧の上、何卒ご協力賜わりますよう、お願い申し上げます。

同窓会へのご寄付について

ゼミ会・クラス会等で余ってしまったお金を経済学部同窓会へご寄付いただきますと大変有難く存じます。もちろん、
使用目的・用途を明確にし、ご寄付いただきました方々のゼミ名・卒年・クラス名等を記載して、皆さまに会報やホームペ
ージ等でお伝えしたいと思っております。
皆さまのご理解とご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。
※会報への掲載の可否については必ずお伺いしておりますのでご安心ください。

コンピュータウイルス
「Emotet」 に関する注意喚起

同窓会名簿の流用について

日本中でマルウェアEmotet（エモテット）感染拡大が確認されており、本学宛にもパスワード付きZIPファイル
が添付された不審メールが多数届いています。

この度、参院選候補者石田たかし氏を推薦するハガキが「京都大学経済学部同窓会有志」名で本会会員の
皆様に送付されました。2015年度（平成27年度）の同窓会名簿が流用されたことが判明しました。
本部が得た会員の皆様の個人情報は厳重に管理し、同窓会活動の目的以外には使用しないというプライバ

シーポリシーに沿って運用しております。京都大学経済学部同窓会は、石田たかし事務所への名簿提供に一切
関与しておりません。詳しい対応については同窓会のHPに記載しております。お手数ですがご確認くださいます
ようお願い申し上げます。

「名簿リスト」の提供サービス
平成29年度の同窓会理事会・総会において、個人情報保護の観点から「卒業生名簿」の発行を当面見合わせる旨

の決定がなされ、平成30年発行の同窓会報21号で皆様にご報告いたしました。経緯および決定に至った詳細につき
ましては会報21号の27ページをご参照ください。
その折にもお知らせしましたが、「卒業生名簿」配布に代わるサービスとして、同窓会事務局で管理している「名簿リ

スト」（ゼミ単位、卒業年単位）を送付いたします。ただし、このサービスは年会費を納入いただいている方のみとさせて
いただきます。
ご利用目的をご連絡いただき、ご本人確認ができましたら、郵送にて送付いたします。
同窓会事務局では皆様のご協力のもと、常に名簿データをアップデートしておりますので、５年ごとに発行しておりま

した「卒業生名簿」と比べ、より新しく正確なリストを提供することができます。
つきましては、このサービスによる「名簿リスト」に住所・電話番号等の、個人情報の掲載を希望されない方は、
同窓会事務局までメールにて「非公開希望」と明記の上、ご連絡いただきますようお願いいたします。

ご寄付・名簿リスト・会報記事についての
お問い合わせは同窓会事務局へご連絡ください。

TEL①/FAX：075-753-3419
TEL②：075-753-3508  
Email dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp
平日 　10：00～16：00（土日祝／休）

メールに添付される添付ファイルはマルウェアです絶対に開封しないでください

★参考情報サイトを「京都大学経済学部同窓会ホームページ」に掲載しております。
　そちらのURLよりご確認ください。

卒業生に届いたハガキ 石田たかし事務所からのお詫び状

卒業生名簿は、同窓生の親睦を深めることを目的としています。
個人情報保護の観点より、営利目的に使用することや、卒業生
以外に貸与・転売することは一切禁止します。

添付ファイルを
クリックしてしまったら

Emotetの可能性のあるファイルをクリックしてしまった
時、すぐに対応することが重要ですので、速やかに以下を
実施してください。
・ネットワークから切り離す。有線LANで接続している場合は
LANケーブルを抜く。無線LANで接続している場合は無線
LANを無効にする。

以下の作業は、ネットワークに接続せずに実施してください。
・ウイルス対策ソフトで完全スキャンを実施する。（詳しくは経
済学部同窓会ホームページに記載の参考情報サイトをご確
認の上その指示に従ってください）

未然に防ぐために

・差出人メールアドレスが、普段やり取りしているメールアドレ
スであることを確認する（なりすましの可能性）。

・添付ファイルは、原則として開かない（zipファイルによる攻
撃が非常に多い）。

・差出人が見知ったメールアドレスであっても、メールの件名
や本文に少しでも不審な点を感じたら、添付ファイルは絶対
に開かない（差出人が感染している可能性）。

・攻撃手法は日々 進化するため、Windows Defenderを含
む従来のウイルス対策ソフトでは、Emotetの感染を防止で
きない可能性が高いので、安心しすぎない。
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何卒、皆さまのご協力をお願いいたします。

　　
　　

　　
卒業年、氏名（フルネーム）、ご存知の情報を、正確を期すためにできるだけ読みやすい大きな文字
で丁寧にお書きください。　

FAXでのご連絡

FAX番号　075-753-3419（終日受付）

　　
　　

　　

　　
　　

　　卒業年、氏名（フルネーム）、ご存知の情報を明記のうえ、上記アドレスへ送信してください。

Eメールでのご連絡

dosokai@econ.kyoto-u.ac.jp

お知らせいただく際は以下のいずれかの方法でお知らせください。

ここにお名前のある方は、現在ご住所等が不明になっている方です。
同期やお知り合いの方で、連絡先やご住所をご存知の場合は、同窓会事務局までご連絡くだ
さい。

ご本人様の了承を得た上でご連絡いただくか、ご本人様から直接同窓会
事務局までご連絡くださるようお伝えください。

※前回、会報第 24号に住所不明者を掲載した際に、ご協力いただきました皆さまのお陰
でたくさんの方の連絡先が判明いたしました。誠にありがとうございました。

住所不明者リスト
事務局まで是非、お知らせください

探しています！！
にならないために住所不明転居等による

パターン1 ・ 2でお願いします

パターン1 ・ 2が困難な場合

やむを得ず、お電話をいただく場合は、１～２名の不明者のご連絡に限り
承りますので情報をお手元にご用意のうえ、お電話ください。

新住所を同封の連絡先等変更届・メール・お電話にてお知らせください。1
パターン

実家に居住中の方（親族等）のフルネームをメール・お電話
にてお知らせください。連名で差し出すと実家へ届きます。2

パターン

上記はいずれも日本郵便(株)に確認済みです。

転送期間は1年間です。転送期間終了後はすべての郵便物が差出人へ返還されます。

· · · · ·これから郵便局へ転居届を出される方［市区町村の転居届ではありません］
転居届の旧住所欄に「実家住所」を記入しないでください。3

パターン

すでに郵便局へ転居届を出された方 ［市区町村の転居届ではありません］· · · ·· · ·
· · ·

· · ·

4
パターン

もう一度郵便局へ転居届を出してください。その際、新住所欄に「実家住所」を記入してください。

実家からの転出扱いにならない（形式上）

ご存知ですか？
実家に届いた郵便物を
無料で転送できます

の上に　　　を貼ってポストに投函新住所実家住所

· · · · ·※旧住所欄には何も記入しないでください

パターン3
を実行

※住所変更した
　郵便物は
　新居へ届く

本人の名前は
郵便台帳に登録される

本人居住
新居

本人の名前は
郵便台帳から消える

※住所変更していない
　郵便物は（1年後）
　差出人へ返還される

実家

※住所変更した
　郵便物は
　新居へ届く

本人の名前は
郵便台帳に登録される

本人居住
新居

本人の名前は
郵便台帳に残る

※住所変更していない
　郵便物は
　実家へ届く

実家

実家への転入扱いとなる（形式上）

パターン4
を実行

※住所変更した
　郵便物は
　新居へ届く

本人の名前は
郵便台帳に登録される

本人居住
新居

本人の名前は
郵便台帳から消える

※住所変更していない
　郵便物は（1年後）
　差出人へ返還される

実家

※住所変更した
　郵便物は
　新居へ届く

本人の名前は
郵便台帳に残る

本人居住
新居

本人の名前は
郵便台帳に復活する

※住所変更していない
　郵便物は
　実家へ届く

· · ·卒業後、下宿先から転居
された方は、旧住所欄に
下宿先を書き、新住所を
必ず同窓会事務局までメ
ール・お電話にてお知ら
せください。

ご注意
実家住所 新住所

本人が住んで
いなくてもOK

実家
本人が住んで
いなくてもOK
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Dr.HIGASHIDA’s
PUZZLE

CHALLENGE

1984 年生まれ。京都大学法学部に入学後、総合人間学部に転
学部して卒業。
京都大学大学院人間・環境学研究科にて、日本で唯一のパズル
学での博士号を取得。
2019年に起業し、京都市上京区で「京大東田式パズル教室」を運営。
全国 47都道府県を自作パズルのビラ配りで周り、「ビラがパズルの人」とも呼ばれる。
フジテレビの『今夜はナゾトレ」など、テレビ・ラジオでもパズルを出題している。
著書に『京大博士のパズルに挑戦』（京都新聞出版センター）、『京大東田式天才パズル』（青春出版社）など。

株式会社東田式パズル研究社代表取締役社長として、京大東田式パズル教室を運営。
『京都新聞ジュニアタイムズ』『朝小かぞくの新聞』『ニュースがわかる』などでパズルの連載を行っています。

『
京
大
博
士
の
パ
ズ
ル
に
挑
戦
』

（
京
都
新
聞
出
版
セ
ン
タ
ー
）

『
京
大
東
田
式
天
才
パ
ズ
ル
』

（
青
春
出
版
社
）

株式会社東田式パズル研究社
代表取締役社長
東田  大志

①
25

3 15

9
㉙

東田さんのパズルに挑戦

グレーのマスに入った数字を合計するといくつ？

パズルが解けた方は、「連絡先等変更届」に答えをご記入下さい。

同窓会オリジナルグッズ（4点セット）をプレゼント！
正解者の中から抽選で10名様に総会でお配りしている

宇治田 日侶史様　加納 十一郎様　髙坂 昌利様　小林 三紘様　高木 晃治様　
中嶋 弘様　中嶋 正博様　藤井 昭様　松原 滿様　宮崎 文雄様

前号の当選者前号の
パズルの答え

50音順

おとなりは１つちがい

①
３

⑥

例題

① ２
３

４
５ ⑥

例題の答え

大 義 名 分

太線で区切られた各部屋に数字を１つずつ入れ、左上の１から右
下の丸付き数字までの数字が１つずつあるようにしましょう。
１の部屋のとなりの部屋には２が、２の部屋のとなりの部屋には３
が……というように、１つちがいの数字はかならずタテかヨコに
となり合う部屋に入ります。

問題



2
0
2
2
年
　
京
都
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
　
会
報
第
25
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